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飲
料
水
の

受
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
に
〃

　
社
会
環
境
や
生
活
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
飲
料
水
の
供
給
に
係
る
設
備

装
置
（
受
水
槽
等
）
が
大
規
模
化
、

複
雑
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
た
び
水
道
法
が
改
正
さ
れ
、

県
で
は
新
た
に
「
受
水
槽
以
ド
」
の

給
水
施
設
の
設
置
届
出
、
な
ら
び
に

清
掃
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
指
導

要
綱
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
届
出
、
維
持
管
理
の
説

明
会
を
つ
ぎ
に
ょ
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
受
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
は

必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
八
月
二
十
二
日
㈹
　
午
後
一

時
半
～
四
時
半

会
場
　
市
役
所
四
階
大
会
議
室

　
　
　
の
器
灘
郵
。

かしこい消費者　⑲

き
ρ
茎
事
軍
ま
き
ヌ
…

持
参
す
る
も
の
　
筆
記
用
具

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市
・
水

道
課
（
8
七
㌧
、
二
『
内
線
二
四

五
～
二
四
七
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

調
停
相
談
会
開
催
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
日
本
調
停
協
会
連
合
会
、
新
潟
県

調
停
協
会
、
十
日
町
地
区
調
停
協
会

で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
調
停
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
、

日
時
　
八
月
．
．
．
卜
日
困
　
午
前
十
時

～
午
後
↓
．
一
時
ま
で

会
場
　
卜
日
町
市
公
民
館
　
四
階
学

　
　
　
　
製
古
場
　
　
￥
す
で

　　　　　　　　　　　　　　　　不用品交換会6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お知ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　十日町市消費者協

　　　　　　　　　　　　　　　　では、昨年第1回不
　　　　　　　　　　　　　　　　品交換会を行いまし

　　　　　　　　　　　　　　　　が、たいへん好評て

　　　　　　　　　　　　　　　　たので、今年第2回
　　　　　　　　　　　　　　　　交換会を開きます。

　■日時…9月10日（目）11日（月）10時～5時まで

　■会場…十日町市農協福祉会館3階ホール

　o受付…8月1日より9月5目まで
　　　　　市役所商工課内十日町市消費者協会事務局
　内容については、贈答用品、家庭用品、育児用品、電気

品、衣類（新品またはこれに近いもの）等とし、新品、中

を問いませんが故障や破損のひどいものはおことわりする

合もあります。

　なお、会場の都合により大型なもの（車、バイク、自転車

家具等）については展示できませんので、目録のみとしま
が、持ち運びできる小型なものぼ5いては直接＼事務局ま

ご持参ください。

灘

習
室
相
談
担
当
者
　
新
潟
地
方
家
庭
裁
判

所
所
属
調
停
委
員
（
新
潟
県
弁
護
士

会
所
属
弁
護
士
調
停
委
員
を
含
む
）

相
談
内
容
　
宅
地
、
建
物
ま
た
は
金

銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
の
境
界
、
交

通
事
故
、
夫
婦
や
親
子
兄
弟
、
そ
の

他
家
庭
内
、
親
族
間
の
も
め
ご
と
等

に
つ
い
て
の
悩
み
、
こ
と
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
山
口
清
蔵
（
稲
荷
町
一
）
二
万

円
（
香
典
返
し
）
　
潭
内
藤
直
義
（
控

　
　
　
　
。
て
つ
を
＼
し
琶

　
　
で
た
り
切
ど
君
力
や
。

　
　
前
し
つ
を
な
行
協
コ
た

唇
の
ま
ま
木
り
和
も
イ
し

　
　
塔
れ
お
の
と
飛
入
9
ま

り
夜
わ
の
じ
草
窟

大
い

っ
粁
崩
麟
璃
隆
鮒
ズ

ま
二
り
三
が
わ
葺
団
を
禅
，

　
　
の
つ
十
子
ま
今
年
花
を

じ
沢
ま
二
男
の
。
少
　
り

み
莞
囎
聡
協
蚤

も
　
＼
も
つ
年
子
ま
な
を
し

　
　
臼
の
ま
少
女
し
君
じ
意

敦
2
3
ら
じ
は
＼
備
明
み
用

　
　
月
が
み
昔
て
準
茂
も
を

　
　
7
な
も
。
き
て
脅
＼
稽

　
　
　
昔
　
す
て
し
葉
て
銭

　
　
　
　
　
　
多
き
螢
A

木
）
千
円
　
▼
桑
原
正
治
（
新
座
）

十
日
町
・
中
条
病
院
に
生
花
　
▼
・

　
ー
ダ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
盲
人
用
杖
四
本

　
▼
東
北
電
力
卜
日
町
分
会
青
年
部

　
二
万
二
千
七
百
し
レ
円

妙
高
高
原
地
す
べ
り
救
済
金

　
▼
本
町
東
一
婦
人
会
　
瓦
千
円

宮
城
県
沖
地
震
救
済
金

　
▼
本
町
東
一
婦
人
会
　
互
千
円

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
十
八
日
囲
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
川
治
上
町
、
川
治
中
町

川
治
下
町
第
三
の
一
部
、
内
後

～
～
ン
、
～
～
き
ぐ
．
’
覧
・
～
竃
～
・
5
き
ぐ
く
』
ー
多
・
－
、
ぐ
・

　
飼
か
警
、

　
水
道
課
は
、
』
．
つ
の
係
・
．
一
レ
六

名
て
、
つ
ぎ
の
仕
事
を
担
当
し
て
い

ま
す
、

　
事
務
係
　
水
道
料
金
の
計
算
・
集

金
・
L
事
費
な
ど
運
営
に
必
要
な
資

金
の
調
達
と
支
払
い
な
ど
会
計
事
務

及
び
一
般
庶
務
、

　
工
務
係
　
給
水
工
事
申
し
込
み
の

受
付
と
・
〆
、
の
r
事
内
容
の
審
査
・
承

認
、
ろ
う
水
調
査
な
ど
事
故
発
生
の

予
防
と
事
故
現
場
の
処
理
、
水
源
地

や
配
水
池
等
施
設
の
維
持
管
理
、
新

規
事
業
や
西
良
L
事
の
設
計
と
実
施

等
．

多
多
、
…

ち
ぜ
豆

鵯
わ
ノ

妙情綱

▼
八
月
レ
八
目
囲
　
午
前
八
時
．
．
．
レ

分
～
正
午
主
イ
、
・
　
高
田
町
．
、
r
目
西

の
一
部
、
島
の
一
部
、
千
代
田
町
の

一
部
、
稲
荷
町
四
丁
目
の
一
部
　
▼

八
月
二
十
八
日
㈲
　
午
前
八
時
～
午

後
一
時
ま
で
　
本
町
七
丁
目
一
∴
一

の
各
一
部
、
四
日
町
新
田
第
．
』
、
南

新
田
町
の
一
部
▼
八
月
二
卜
九
日

図
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
城
之

　
（
’
も
フ
τ

　
き
辛
み
辰
い

夕
∬
歎
杁

（
う
ひ
ひ
は
遷
鴻
（

ザ
ー

サ

リ
　
㌔
　
。
ザ
～

～
　
」

　
も
Q
。

　
　
　

　
＆
9
宏
し
ヒ

、
寸
～
　
　
～

訟
リ
～

隻
へ？《
迦
　
曾

ザ
ー
ヒ

よ
（
ぷ
5
ぬ
・

バ
」
リ
ツ
忘

石
．
（
ジ
逼
し
㌣

　
　
誹
良
い
蒐

、
乳
9
●

1
敗
・
　
　
ド動

一
　
浄
配
水
係
　
上
水
道
の
水
源
ホ
ン

7
窪
転
と
管
理
各
水
源
●
配
水

施
設
の
維
持
管
理
と
水
質
の
管
理
等
．

一
　
な
お
、
浄
配
水
係
は
、
六
人
で
、
一

一
十
四
時
間
．
一
』
交
替
勤
務
を
し
て
い

一
ま
す
の
で
、
休
日
や
夜
間
ξ
も
水
道

一
管
の
破
裂
事
故
な
ど
急
を
要
す
る
こ

と
が
お
き
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
こ
連

絡
く
だ
さ
い
。
（
鱈
、
一
王
．
九
丘
九
）

深
夜
で
も
緊
急
の
場
合
は
、
電
話
連

絡
で
職
員
を
召
集
し
出
勤
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
、
し
か
し
、
普
段

は
常
時
待
機
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で

連
絡
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
一
時
間

く
ら
い
の
余
裕
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
水
道
課
長
小
海
）

　
古
の
、
部
　
▼
九
月
四
日
㈲
　
午
前

　
ぺ
時
～
正
午
ま
で
　
吉
田
山
谷
の
一

　
部
、
稲
葉
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
』

惨
ヒ
げ
2
　
齢

　
○
水
田
利
用
再
編
対
策
の
転
作
計
画

実
績
が
ま
と
主
り
ま
し
た
．
十
日
町

市
は
目
標
面
積
を
．
、
．
十
％
上
回
っ
て

　
い
ま
す
，
ご
協
力
い
た
だ
い
た
農
家

　
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
あ
げ
虫
す
，

　
〇
六
箇
ニ
ツ
屋
弁
天
池
に
二
千
年
蓮

　
が
満
開
で
し
た
・
二
千
年
蓮
保
存
会

　
の
俵
山
長
松
さ
ん
や
会
員
の
皆
さ
ん

　
の
手
人
れ
で
、
二
百
株
余
の
見
事
な

　
蓮
池
に
な
り
ま
し
た
　
弁
天
池
の
周

　
囲
に
は
遊
歩
道
も
切
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
○
毎
年
八
月
号
の
市
報
は
特
集
号
で

　
す
，
水
田
再
編
対
策
、
決
算
報
告
、

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
一
日
な
ど
お
盆

　
休
み
に
ゆ
っ
く
り
お
読
み
ド
さ
い
。
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老
後
は
み
ん
な
の
階
段

　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
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九
月
十
五
日
は
、
敬
老
の
日
で
す
。
こ
の
祝
日
は
、
長
年
社
会
に
尽
し
て
こ
ら

れ
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
い
、
と
か
く
孤
独
で
惨
め
に
な
り
が
ち
な
老
人

の
生
活
を
明
る
く
、
豊
か
な
も
の
に
し
て
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
も
関
心
を
深
め

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
市
内
に
は
、
六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
七
干
五
百
四
十
四
人
い
ま
す
。
昨
年

よ
り
百
六
十
一
人
増
で
、
市
の
人
口
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す
。

　
明
治
時
代
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
四
十
二
・
三
歳
で
し
た
。
百
年
後
の
現

在
は
、
そ
れ
よ
り
も
三
十
歳
以
上
も
伸
び
て
世
界
で
も
有
数
の
長
寿
国
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
れ
て
老
後
問
題
は
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
は
生
ま
れ
、
働
き
、
そ
し
て
老
い
て
ゆ
き
ま
す
。
老
後
は
だ
れ
も
が
登
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
み
ん
な
の
階
段
で
す
。
敬
老
の
日
、
老
人
福
祉
週
間
に
あ
た
り
、

あ
な
へ
た
自
身
の
老
後
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
年
を
と
っ
て
も
元
気
で
働
け
る
の
が
な
に
よ
り
で
す
。
大
工
に
な
っ
て
こ
の
道

八
十
余
年
の
関
ロ
富
作
さ
ん
は
じ
め
、
お
元
気
な
明
治
青
年
と
市
の
老
人
対
策
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

市
の
老
人
対
策

　
老
人
福
祉
の
た
め
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
．
そ
の
中
で
、
現
在
行
っ
て
い

る
市
の
老
人
対
策
は
、

　
六
十
五
歳
に
な
る
と

囹
老
人
健
康
調
査
の
対
象
と
な
り
ま

す
。圏
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
し
老

人
及
び
寝
た
き
り
老
人
に
医
療
費
補

助
及
び
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
．

囹
寝
た
き
り
老
人
に
特
殊
寝
台
の
貸

与
。囹
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り

老
人
で
養
護
者
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
が
、
一
週
問

に
一
～
二
回
身
の
ま
わ
り
の
お
世
話

を
し
ま
す
。

　
七
十
歳
に
な
る
と

囹
敬
老
の
日
現
在
イ
．
＼
市
内
に
六
ヵ

月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
L
の

人
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す
、

幽
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
医
療
費
の

助
成
（
自
己
負
担
分
が
な
く
な
り
全

額
無
料
に
な
り
ま
す
）

敬
老
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
す

　
市
で
は
、
例
年
通
り
七
十
歳
以
上

の
方
に
「
敬
老
祝
金
」
を
贈
り
ま
す
．

　
今
年
該
当
す
る
方
は
、
三
千
四
百

一
．
一
十
四
人
い
ま
す
。
祝
金
は
、
七
十

歳
代
三
千
円
、
八
十
歳
代
四
千
円
、

九
十
歳
以
上
五
千
円
で
す
．

　
ま
た
、
七
レ
五
歳
以
上
の
二
千
八

十
六
人
の
方
に
は
県
か
ら
「
祝
菓
」

●●●●●●●”●●．●●●●●●●●●●●。●●●●●●●●●●■●●”●●●●。●●●●●●●●●●●”●●．●・

長寿者番付（縮齢㌔鷺轡1／1晶詣告麗）

【東】 【西】

田　村”　留　吉（ド条本町）98才 横綱 樋　口　文平（塩　　野）97才

柳　　　フ　サ（高島第1）96才 大関 藤田　タ　ケ（新　　保）96才

関　　口　　谷Y　で乍　（貝　　ノ　川）95才 関脇 太田　ギ　ン（署課第管）95才

、島　田　　ブ　ン　（北鐙坂第D95才 小結 市村竹 三郎（伊達第3）95才

渡辺銀蔵（ド条本町）94才 前1 水落源治郎（漉　　野）94才

吉沢　ト　メ（北鐙坂第2）94才 前2 蕪木セ　キ（幸　町）94才

L　村　熊　？台（貝　ノ　川）94求 前3 春　川　ト　ノ‘酊，1沐又）94才

？｛㌔　”ニ　シ　　ゲ　（bb第1）94才 前4 人　島　二7　イ（　原　）94乎

』月　鳥　　1辻　蔵　（田中町本通嚇94才 前5 富井マソン（珠川第3）94ケ

馬場　ミツ（小泉第1）94才 前6 岡　田　ツ　ガ（中条中町）94お

高橋・・ル伏黒沢第1）93才 前7 島田　ヨ　シqヒ鐙坂第n93ヂ

玉　田　徳　？台（四日町第3）93才 前8 渡　辺　セ　キ（卜条本町）93｝〆

布　川　コ　　ト（本町　3〉93求 前9 徳　永　シ　ゲ（池　　沢〉93ア

尾身善隆（鉢第1）93才前10 上村新太郎（伊達第3）92主
田　村　キ　ミ（漉　　野）92才 前11 高橋　リ　サ（神明町）92上

水落　シ　ノ（ニ　ヂ）92才 前12 ⊥二　村　　ヒ　ザ（本町　4〉92劇
1，1己　 K　ヨ　キ（稲　　葉）92才 前13 大　渕　廿　ゲけ条栄田D92r

樋　口　要蔵（高田町2）91才 前14 徳永占太郎（川治内1菱）91ダ

飯塚常作（南　　雲）91才 前15 久保田忠才台（穎　　水）91郵

岡村マ　ツ（関根第1）91才 前16 井川由太郎（卜条本町）91お

大　島　ト　ク（寿町4）91才 前17 大　島竹治（池　　谷）91r

津畑　レ　キ（太田島第1〉91才 前18 村　山　イ　サ（伊達第2）91ポ

上村　ッ　ハ（伊達第3）90才 前19 越村　キ　イ（本町5）9〔）才

小川　フ　ジ（四目町第2〉90才 前20 山　田　サ　ダ（水　　口）90才

庭野猪忠（小　　貫）90才 前21 宮沢　ト　ミ（・j・黒沢）90求

樋　ロ　ケ　イ　（新宮第2）90才 前22 村山ハノレ（高山第3）9（）重

ノ」・川　ヒ　ロ（浅之平）90才 前23 西川　ヒ　ロ（西￥町〉9（1主

川田　シ　ゲ（寿町1）90才 前24 市　村　ト　ヨ　（伊達第4）9〔）才

水落キ　ク（　原　）90才 前25 久保田キン（新　　水）90主
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．
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大
工
に
な
っ
て
八
十
年
以
上
．
今
で
も
、
鍬
の
柄
を
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れ
た
り
、
ハ
シ
ゴ
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
、
作
っ
　
　
・
　
鞭
　
－
幾

八

糀
灘
　
　
　
　
　
敷
鮮
阜
亥
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
灘

でい菖
脳《灘

　ヤ

O
太
子
堂
を
守
る
若
井
八
郎
右
工
門
さ
ん
励
　
－
太
子
堂
－

　
　
月
に
二
回
の
境
内
の
清
掃
と
雪
囲
い
は
欠
か
し
ま
せ
ん
。
こ
の
お
祭
り
に
、

　
若
い
人
達
が
子
供
み
こ
し
を
作
っ
て
く
れ
た
の
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
．

　
農
作
業
も
勿
論
現
役
で
す
。

　嬢

残猶幽幽』藤
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が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
「
名
入
手
拭
」
が
贈
ら
れ

ま
す
。

　
来
年
三
月
三
十
　
日
ま
で
に
満
九

十
歳
に
な
ら
れ
る
三
十
人
の
方
に
は
、

県
か
ら
「
座
布
団
」
が
贈
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
祝
金

品
の
受
給
該
当
者
に
は
、
敬
老
の
日

に
民
生
委
員
が
直
接
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
国
民
年
金
は

　
　
　
大
き
な
味
方
で
す

　
”
安
心
で
き
る
老
後
を
”
こ
れ
は

誰
も
が
持
っ
願
い
で
す
。
こ
の
願
い

を
実
現
す
る
の
が
年
金
制
度
で
す
。

　
高
齢
に
な
れ
ば
、
体
は
無
理
は
き

き
ま
せ
ん
し
、
働
く
職
場
も
少
な
く

現
金
収
入
を
得
る
こ
と
も
む
ず
か
し

く
な
り
ま
す
。
核
家
族
化
が
進
み
、

親
の
扶
養
に
対
す
る
考
え
方
も
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
は
、
国
民
年
金
を
は
じ
め

八
つ
の
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
国

民
年
金
は
、
厚
生
年
金
な
ど
の
他
の

公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い

二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
を

加
入
対
象
に
し
て
い
る
制
度
で
す
．

年
金
を
受
け
る
に
は
、
保
険
料
を
決

め
ら
れ
た
期
間
、
決
め
ら
れ
た
期
限

ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
六
十
歳
ま
で
に
、
最
低
二
十
五
年

加
入
し
保
険
料
を
納
入
し
て
い
な
い

と
年
金
は
も
ら
え
な
い
の
で
す
．

　
で
も
、
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ

い
．
国
民
年
金
に
加
入
し
忘
れ
て
い

た
り
、
納
め
忘
れ
て
い
た
期
間
を
と

り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
ま
す
．
無
年

金
者
に
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
の
特
例
納

付
制
度
で
す
．
手
続
き
は
簡
単
．
国

民
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
年

金
は
あ
な
た
の
老
後
を
守
り
ま
す
、

ヤ・飾い元、ヌ

（3）

0バイクに乗って豆腐配達

　　　　曾根三蔵さん（7窃一池谷一

　豆腐は勿論自分で作ります。配達はバイク

です。家ではタバコを作っているので農作業

も忙がしいんです。

ノ
1

　白寿を迎えられた

　　田村留吉さん（ド条本町）

　田村さんは、明治12年9月の生まれで

す。3月には大勢集まって白寿の祝いを

しました。

　現在、’子供さん1人、孫7人、彦孫7

人が健在です。彦孫の一番大きい入は、

高校2年生です。

　これといった病気もせずに、食べもの

もなんでも食べます．果物が大好物です。

旧
軍
人
一
時
金
が

　
　
　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す

　
旧
軍
人
と
し
て
断
続
実
在
職
勤
務

年
数
が
合
わ
せ
て
三
年
以
上
に
な
る

方
で
、
今
ま
で
に
普
通
恩
給
又
は
一

時
恩
給
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
、

又
は
そ
の
遺
族
に
］
律
一
万
五
千
円

の
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
．
た
だ

し
旧
軍
人
の
実
在
職
年
を
算
入
し
た

期
間
に
基
づ
く
退
職
年
金
又
は
遺
族

年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
人
に

対
し
て
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
十
月
一
日
か
ら
、
市

役
所
内
福
祉
事
務
所
、
各
地
区
軍
恩

連
役
員
に
申
出
て
請
求
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

赤
い
羽
根

　
　
チ
ヤ
リ
テ
イ
映
写
会

　
本
年
度
は
、
一
般
募
金
の
ほ
か
に

赤
い
羽
根
チ
ヤ
リ
テ
イ
映
写
会
を
開

催
し
ま
す
。
各
種
協
力
奉
仕
団
体
を

通
じ
て
、
前
売
券
を
販
売
し
て
い
ま

す
の
で
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
．

O園児の送り迎えを

　　　高橋清二郎さん（74）一水沢一

　車の運転免許をとって50年になります。大

型二種免許を持っています。園児を乗せてい

ると気を使いますし、責任がありますので年

1よとりま一ぜノレ。

O日本髪を結う

　　　宮島リヤさん（73一伊達一

娘時代に、髪結いさんになりたくて東京に

でました．この仕事が好きで死ぬまで続ける

つもりです。手に職を持っていると生活に張

1）がでます。

　
ま
た
、
各
市
役
所
出
張
所
、
公
民

館
等
に
も
前
売
券
を
お
い
て
あ
り
ま

す
の
で
お
求
め
く
だ
さ
い
．

開
催
日
　
九
月
二
十
九
日

時
間
　
　
午
後
一
時
か
ら
四
時

　
　
　
午
後
六
時
～
九
時

上
映
映
画

　
　
　
ね
む
の
木
の
詩
が
き
こ
え
る

　
　
　
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
急
行

前
売
券
　
五
百
円

お
問
い
合
せ
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

（
豊
七
－
一
．
．
一
｝
、
内
二
一
五
）
　
へ

灘老人ホームの入所方法孝

　身寄りがなく世話する人がいない

老人や、身体が衰えて、家庭でお世

話しきれない人達のお世話をするの

が老人ホームです。入所についての

相談は、市社会福祉事務所か地区民

生委員におたづねください。
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老
後
は
み
ん
な
の
階
段
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九
月
十
五
日
は
、
敬
老
の
日
で
す
。
こ
の
祝
日
は
、
長
年
社
会
に
尽
し
て
こ
ら

れ
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
い
、
と
か
く
孤
独
で
惨
め
に
な
り
が
ち
な
老
人

の
生
活
を
明
る
く
、
豊
か
な
も
の
に
し
て
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
も
関
心
を
深
め

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
市
内
に
は
、
六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
七
干
五
百
四
十
四
人
い
ま
す
。
昨
年

よ
り
百
六
十
一
人
増
で
、
市
の
人
口
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す
。

　
明
治
時
代
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
四
十
二
・
三
歳
で
し
た
。
百
年
後
の
現

在
は
、
そ
れ
よ
り
も
三
十
歳
以
上
も
伸
び
て
世
界
で
も
有
数
の
長
寿
国
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
れ
て
老
後
問
題
は
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
は
生
ま
れ
、
働
き
、
そ
し
て
老
い
て
ゆ
き
ま
す
。
老
後
は
だ
れ
も
が
登
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
み
ん
な
の
階
段
で
す
。
敬
老
の
日
、
老
人
福
祉
週
間
に
あ
た
り
、

あ
な
へ
た
自
身
の
老
後
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
年
を
と
っ
て
も
元
気
で
働
け
る
の
が
な
に
よ
り
で
す
。
大
工
に
な
っ
て
こ
の
道

八
十
余
年
の
関
ロ
富
作
さ
ん
は
じ
め
、
お
元
気
な
明
治
青
年
と
市
の
老
人
対
策
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

市
の
老
人
対
策

　
老
人
福
祉
の
た
め
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
．
そ
の
中
で
、
現
在
行
っ
て
い

る
市
の
老
人
対
策
は
、

　
六
十
五
歳
に
な
る
と

囹
老
人
健
康
調
査
の
対
象
と
な
り
ま

す
。圏
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
し
老

人
及
び
寝
た
き
り
老
人
に
医
療
費
補

助
及
び
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
．

囹
寝
た
き
り
老
人
に
特
殊
寝
台
の
貸

与
。囹
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り

老
人
で
養
護
者
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
が
、
一
週
問

に
一
～
二
回
身
の
ま
わ
り
の
お
世
話

を
し
ま
す
。

　
七
十
歳
に
な
る
と

囹
敬
老
の
日
現
在
イ
．
＼
市
内
に
六
ヵ

月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
L
の

人
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す
、

幽
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
医
療
費
の

助
成
（
自
己
負
担
分
が
な
く
な
り
全

額
無
料
に
な
り
ま
す
）

敬
老
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
す

　
市
で
は
、
例
年
通
り
七
十
歳
以
上

の
方
に
「
敬
老
祝
金
」
を
贈
り
ま
す
．

　
今
年
該
当
す
る
方
は
、
三
千
四
百

一
．
一
十
四
人
い
ま
す
。
祝
金
は
、
七
十

歳
代
三
千
円
、
八
十
歳
代
四
千
円
、

九
十
歳
以
上
五
千
円
で
す
．

　
ま
た
、
七
レ
五
歳
以
上
の
二
千
八

十
六
人
の
方
に
は
県
か
ら
「
祝
菓
」

●●●●●●●”●●．●●●●●●●●●●●。●●●●●●●●●●■●●”●●●●。●●●●●●●●●●●”●●．●・

長寿者番付（縮齢㌔鷺轡1／1晶詣告麗）

【東】 【西】

田　村”　留　吉（ド条本町）98才 横綱 樋　口　文平（塩　　野）97才

柳　　　フ　サ（高島第1）96才 大関 藤田　タ　ケ（新　　保）96才

関　　口　　谷Y　で乍　（貝　　ノ　川）95才 関脇 太田　ギ　ン（署課第管）95才

、島　田　　ブ　ン　（北鐙坂第D95才 小結 市村竹 三郎（伊達第3）95才

渡辺銀蔵（ド条本町）94才 前1 水落源治郎（漉　　野）94才

吉沢　ト　メ（北鐙坂第2）94才 前2 蕪木セ　キ（幸　町）94才

L　村　熊　？台（貝　ノ　川）94求 前3 春　川　ト　ノ‘酊，1沐又）94才

？｛㌔　”ニ　シ　　ゲ　（bb第1）94才 前4 人　島　二7　イ（　原　）94乎

』月　鳥　　1辻　蔵　（田中町本通嚇94才 前5 富井マソン（珠川第3）94ケ

馬場　ミツ（小泉第1）94才 前6 岡　田　ツ　ガ（中条中町）94お

高橋・・ル伏黒沢第1）93才 前7 島田　ヨ　シqヒ鐙坂第n93ヂ

玉　田　徳　？台（四日町第3）93才 前8 渡　辺　セ　キ（卜条本町）93｝〆

布　川　コ　　ト（本町　3〉93求 前9 徳　永　シ　ゲ（池　　沢〉93ア

尾身善隆（鉢第1）93才前10 上村新太郎（伊達第3）92主
田　村　キ　ミ（漉　　野）92才 前11 高橋　リ　サ（神明町）92上

水落　シ　ノ（ニ　ヂ）92才 前12 ⊥二　村　　ヒ　ザ（本町　4〉92劇
1，1己　 K　ヨ　キ（稲　　葉）92才 前13 大　渕　廿　ゲけ条栄田D92r

樋　口　要蔵（高田町2）91才 前14 徳永占太郎（川治内1菱）91ダ

飯塚常作（南　　雲）91才 前15 久保田忠才台（穎　　水）91郵

岡村マ　ツ（関根第1）91才 前16 井川由太郎（卜条本町）91お

大　島　ト　ク（寿町4）91才 前17 大　島竹治（池　　谷）91r

津畑　レ　キ（太田島第1〉91才 前18 村　山　イ　サ（伊達第2）91ポ

上村　ッ　ハ（伊達第3）90才 前19 越村　キ　イ（本町5）9〔）才

小川　フ　ジ（四目町第2〉90才 前20 山　田　サ　ダ（水　　口）90才

庭野猪忠（小　　貫）90才 前21 宮沢　ト　ミ（・j・黒沢）90求

樋　ロ　ケ　イ　（新宮第2）90才 前22 村山ハノレ（高山第3）9（）重

ノ」・川　ヒ　ロ（浅之平）90才 前23 西川　ヒ　ロ（西￥町〉9（1主

川田　シ　ゲ（寿町1）90才 前24 市　村　ト　ヨ　（伊達第4）9〔）才

水落キ　ク（　原　）90才 前25 久保田キン（新　　水）90主
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．
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大
工
に
な
っ
て
八
十
年
以
上
．
今
で
も
、
鍬
の
柄
を
入
　
　
　
　
　
灘
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
り
、
ハ
シ
ゴ
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
、
作
っ
　
　
・
　
鞭
　
－
幾

八

糀
灘
　
　
　
　
　
敷
鮮
阜
亥
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
灘

でい菖
脳《灘

　ヤ

O
太
子
堂
を
守
る
若
井
八
郎
右
工
門
さ
ん
励
　
－
太
子
堂
－

　
　
月
に
二
回
の
境
内
の
清
掃
と
雪
囲
い
は
欠
か
し
ま
せ
ん
。
こ
の
お
祭
り
に
、

　
若
い
人
達
が
子
供
み
こ
し
を
作
っ
て
く
れ
た
の
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
．

　
農
作
業
も
勿
論
現
役
で
す
。

　嬢

残猶幽幽』藤

’
悼
譲

蕩

（第3種郵便物認可）昭和53年9月10日と5∬93

が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
「
名
入
手
拭
」
が
贈
ら
れ

ま
す
。

　
来
年
三
月
三
十
　
日
ま
で
に
満
九

十
歳
に
な
ら
れ
る
三
十
人
の
方
に
は
、

県
か
ら
「
座
布
団
」
が
贈
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
祝
金

品
の
受
給
該
当
者
に
は
、
敬
老
の
日

に
民
生
委
員
が
直
接
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
国
民
年
金
は

　
　
　
大
き
な
味
方
で
す

　
”
安
心
で
き
る
老
後
を
”
こ
れ
は

誰
も
が
持
っ
願
い
で
す
。
こ
の
願
い

を
実
現
す
る
の
が
年
金
制
度
で
す
。

　
高
齢
に
な
れ
ば
、
体
は
無
理
は
き

き
ま
せ
ん
し
、
働
く
職
場
も
少
な
く

現
金
収
入
を
得
る
こ
と
も
む
ず
か
し

く
な
り
ま
す
。
核
家
族
化
が
進
み
、

親
の
扶
養
に
対
す
る
考
え
方
も
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
は
、
国
民
年
金
を
は
じ
め

八
つ
の
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
国

民
年
金
は
、
厚
生
年
金
な
ど
の
他
の

公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い

二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
を

加
入
対
象
に
し
て
い
る
制
度
で
す
．

年
金
を
受
け
る
に
は
、
保
険
料
を
決

め
ら
れ
た
期
間
、
決
め
ら
れ
た
期
限

ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
六
十
歳
ま
で
に
、
最
低
二
十
五
年

加
入
し
保
険
料
を
納
入
し
て
い
な
い

と
年
金
は
も
ら
え
な
い
の
で
す
．

　
で
も
、
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ

い
．
国
民
年
金
に
加
入
し
忘
れ
て
い

た
り
、
納
め
忘
れ
て
い
た
期
間
を
と

り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
ま
す
．
無
年

金
者
に
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
の
特
例
納

付
制
度
で
す
．
手
続
き
は
簡
単
．
国

民
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
年

金
は
あ
な
た
の
老
後
を
守
り
ま
す
、

ヤ・飾い元、ヌ

（3）

0バイクに乗って豆腐配達

　　　　曾根三蔵さん（7窃一池谷一

　豆腐は勿論自分で作ります。配達はバイク

です。家ではタバコを作っているので農作業

も忙がしいんです。

ノ
1

　白寿を迎えられた

　　田村留吉さん（ド条本町）

　田村さんは、明治12年9月の生まれで

す。3月には大勢集まって白寿の祝いを

しました。

　現在、’子供さん1人、孫7人、彦孫7

人が健在です。彦孫の一番大きい入は、

高校2年生です。

　これといった病気もせずに、食べもの

もなんでも食べます．果物が大好物です。

旧
軍
人
一
時
金
が

　
　
　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す

　
旧
軍
人
と
し
て
断
続
実
在
職
勤
務

年
数
が
合
わ
せ
て
三
年
以
上
に
な
る

方
で
、
今
ま
で
に
普
通
恩
給
又
は
一

時
恩
給
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
、

又
は
そ
の
遺
族
に
］
律
一
万
五
千
円

の
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
．
た
だ

し
旧
軍
人
の
実
在
職
年
を
算
入
し
た

期
間
に
基
づ
く
退
職
年
金
又
は
遺
族

年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
人
に

対
し
て
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
十
月
一
日
か
ら
、
市

役
所
内
福
祉
事
務
所
、
各
地
区
軍
恩

連
役
員
に
申
出
て
請
求
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

赤
い
羽
根

　
　
チ
ヤ
リ
テ
イ
映
写
会

　
本
年
度
は
、
一
般
募
金
の
ほ
か
に

赤
い
羽
根
チ
ヤ
リ
テ
イ
映
写
会
を
開

催
し
ま
す
。
各
種
協
力
奉
仕
団
体
を

通
じ
て
、
前
売
券
を
販
売
し
て
い
ま

す
の
で
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
．

O園児の送り迎えを

　　　高橋清二郎さん（74）一水沢一

　車の運転免許をとって50年になります。大

型二種免許を持っています。園児を乗せてい

ると気を使いますし、責任がありますので年

1よとりま一ぜノレ。

O日本髪を結う

　　　宮島リヤさん（73一伊達一

娘時代に、髪結いさんになりたくて東京に

でました．この仕事が好きで死ぬまで続ける

つもりです。手に職を持っていると生活に張

1）がでます。

　
ま
た
、
各
市
役
所
出
張
所
、
公
民

館
等
に
も
前
売
券
を
お
い
て
あ
り
ま

す
の
で
お
求
め
く
だ
さ
い
．

開
催
日
　
九
月
二
十
九
日

時
間
　
　
午
後
一
時
か
ら
四
時

　
　
　
午
後
六
時
～
九
時

上
映
映
画

　
　
　
ね
む
の
木
の
詩
が
き
こ
え
る

　
　
　
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
急
行

前
売
券
　
五
百
円

お
問
い
合
せ
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

（
豊
七
－
一
．
．
一
｝
、
内
二
一
五
）
　
へ

灘老人ホームの入所方法孝

　身寄りがなく世話する人がいない

老人や、身体が衰えて、家庭でお世

話しきれない人達のお世話をするの

が老人ホームです。入所についての

相談は、市社会福祉事務所か地区民

生委員におたづねください。



ー
臥
O
脈

（4）とお∬伊」旨（第3種郵便物認可）昭和53年9月10日

優
勝
は
東
部
・
応
援
は
下
条
に

　
　
　
　
　
　
　
喝
市
民
体
育
大
会
錫

　
　
九
月
三
日
、
四
年
ぶ
り
に
第
十
㎜
回
市
民
体
育
大
く
云
が
行
わ
れ
、

　
万
余
の
市
民
を
集
め
て
、
競
技
に
応
援
に
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

　
ま
し
た
。

　
　
競
技
の
部
で
は
東
部
地
区
（
東
小
学
校
区
）
が
圧
倒
的
な
強
さ
を

　
み
せ
て
通
算
七
回
目
の
優
勝
を
し
，
中
条
、
吉
田
と
続
き
ま
し
た
。

　
　
応
援
の
部
で
は
、
ビ
ン
ク
レ
テ
ィ
＼
と
べ
孫
悟
空
、
ド
カ
ベ
ン
，

　
宇
宙
戦
鑑
ヤ
マ
ド
、
ハ
シ
ゴ
乗
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
音
頭
等
々
、
各
地

　
区
と
も
趣
向
を
こ
ら
し
た
応
援
合
戦
の
結
果
、
下
条
地
区
が
優
勝
し

　
十
日
町
西
、
中
条
が
入
賞
し
ま
し
た
。競技の部丁〔輔轄）

優勝　東部地区　210点

2位　中条地区　182点

ll蕊藩撫
七
位
　
水
沢
北
地
区
　
百
五
十
六
点

八
位
　
水
沢
南
地
区
　
百
五
十
五
点

九
位
　
十
日
町
北
地
区
　
百
四
十
七
点

十
位
　
十
日
町
西
地
区
　
百
四
十
点

十
一
位
　
十
日
町
南
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
百
三
十
四
点

イ
一
位
　
十
日
町
東
地
区
　
百
七
点

ノ鑛一寒撫購粍豊、

応援の部
優勝　　ド条地区

2位　　十日田r西土也区

3イ立　　中条士也レく

藍　『一

囹雨量の月別合計（mm）　　　　　　A醐触

　　　　　　　　　　　　A　　娼年～52年平均53年　差騰
6月　　134　406　＋272A
謂
、
．
黒
』
1
』
舶

㊨
業

員
禁
訟
禁
ハ
、
貧
公
《
貧
員
賛
父
．
貧
｛
員
員
｛
員
貧
賛
貧
｛
員
｛
〔
｛
貧
《
ゑ
父
《
《
｛
〔
A
貧
冬
（
餐
賛
A
貧
賛
員
餐
A
禁
禁
禁
貧
貧
禁
（
貧
A
公
禁
A
禁
盆
禁
貧
禁
貧
貧
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
）

繋暑さの記録繋
　とにかく暑い、長い夏でした。6．2〔

梅雨前線豪雨が襲ったと思ったら梅雨

があけ、今年σ）真夏日は52日もありま

した．暑さの記録をみてみましょう．

　差

十2．6G

十1．9。

囹最高気温平均

　　　48年～52年平均　　53年

7月　　29．Oo　　31．6c

8月　　30．4。　32．30

　差

十2．3。

十〇．7。

囹最低気温平均

　　48年～52年平均　　53年

7月　　 19．0。　　21．3。

8月　　20．4。　2L1。

囹最高気温の年最高

48年　　49年　　50年　　51年　52年　53年

36．Oo36．2。35．4035．2。34．0。38．0。

（暫8）（％）（髪9）（』）（陽6〉（％）

囹真夏日数（8月25日まで）

48年　49年　50年　51年　52年　53年

46日　 37日　 30日　23日　27日　 52目

十日町市
中魚沼郡身障者のつどい

期日　9月23目（土）秋分の目

会場　中里村清津峡川原

日程　午後1時　十日町市役所前発

　ゲーム、ファイヤー、カラオケ大

　会などをして午後10時閉会

用意するもの　米1合、食器（バーベ

　キュー、みそ汁、サラダを作ります．）

申込み先　藤木フジエ（87－1679）

最終〆切日　9月19日

（第3種郵便物認可）昭和53年9月10日

　
国
民
年
金
制
度
は
、
た
ひ
か
さ
な

る
改
善
に
共
り
、
年
金
額
が
大
幅
に

引
き
あ
げ
ら
れ
、
現
在
－
、
、
は
頼
り
が

い
の
あ
る
年
金
と
し
て
、
益
々
期
待

と
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
と
し
は
、
全
国
に
百

万
人
い
る
と
い
わ
れ
る
無
年
金
者
を

な
く
す
る
た
め
、
納
付
の
特
例
制
度

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
　
（
期
間
は
五

十
一
．
一
年
七
月
一
日
か
ら
五
十
圧
年
六

月
一
．
一
十
日
の
二
年
間
）

　
そ
．
】
で
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年

多

金
係
で
は
、
無
年
金
者
解
消
を
め
ざ

し
て
、
市
内
卜
八
か
所
に
つ
ぎ
の
と

お
り
移
動
年
金
相
談
所
を
開
設
し
、

特
例
納
付
の
相
談
、
そ
の
他
各
種
年

金
相
談
に
応
じ
ま
す
、

　
．
｝
れ
は
、
国
民
年
金
強
調
月
間

（
十
・
ト
一
月
）
に
先
だ
ち
、
長
岡

社
会
保
険
事
務
所
、
市
農
業
委
員
会

と
共
催
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
．

国
民
年
金
や
農
業
者
年
金
に
関
す
る

質
問
、
相
談
、
照
会
等
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
近
く
の
会
場
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
九
月
十
八
日
㈲
の
市
役
所

会
場
で
は
、
国
民
年
金
、
農
業
者
年

金
の
ほ
か
、
厚
生
年
金
関
係
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の

会
場
で
は
、
当
日
保
険
料
を
未
納
さ

れ
て
い
る
方
の
集
合
徴
収
も
行
い
ま

す
の
で
、
未
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、

現
金
持
参
の
う
え
是
非
お
い
で
く
だ

さ
い
。
こ
ん
な
人
は
相
談
に

　
　
　
　
お
い
で
く
だ
さ
い

●
今
、
何
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し

　
て
い
な
い
人
。

●
国
民
年
金
に
加
人
し
て
い
た
が
、

　　住宅統計調査について鯉
　10月1日に全国い’・せいに第7回目σ）住宅統計調査が行われます．こび）調
査は「住宅び）国勢調査』と望，い才）れ、住宅び）建て方、構造、広さ、敷地、年

間収入等を調査し、そび）結果を過去び）調査結果と比較することにレ・て住宅

び）状況、世帯び）1、畳1住状態などび）変化を明らかにすることを目的としています．

　なお、今回の調査では、1・口町市全世帯び）3591）が調査対象とな一・ています

結果は同や県ノ）住宅建設計画をはじめ、都市計画、地域開発計画、環境整備

計画など数多くグ）施策び）基礎資料として利用され主す．

　調査票は、1（1月1日現在で記人されますか、調査世帯にはg月24日頃から
調査員か伺い、調査票プ）記人をお願いいたし主すび）て虹ろしくこ協力をお願

いいたします調査に一）いてび）お閻い合せは商11課統計係（B7－31U内243）…

★調査区域（調査員名）

西本町（小海勇）・本町6－3（人島勉）・本町6－1の一部（佐藤IE彦）・川原

町（小海義輝）・田中町本通び）…部（中林勇雄）・本町6－2（水落辰麹・稲荷

町3本通り（若井雄二）・稲荷町3東・旭町（樋熊幸治）・本町4（関口英夫）・

若宮町（中林元、14）・宮ド町東（湯沢澄）・神明町（服部ナミエ〉・昭和町3（村竹

修）・丸山町（柳貞子）・千代田町（野口’1二卜三）・島び）一部（春日勝）・卜日町病

院（樋口政徳）・高田町3南び） ・部（柳 三代治）・高田町1（小杉邦 ヂ）・本町東

1（滝沢文吉）・昭和町1（岩田li三孝）・美雪町3（佐野芳隆）・春日町3び） ・部（阿

部重吉）・春日町2（西野繁）・高山3（村山一実）・山本2（樋口彰）・川治ド町1

（斎藤紀元）・北新田3（村山潤）・城之古2（高橋卍和）・川治卜町3（須藤彦四
郎）・川治上町（遠田良一）・稲葉（丸山実）・小泉び）一部（長野利雄）・北鐙坂3

（栗林鎌 ・）・鉢1（尾身正作）・四口町4（滝沢庄三）・四日町3び）一部（池田栄

四目町2び）一部（小海［E徳）・南新田町（丸山富i：郎）・四ll町新田3び）一部（樋

口悟郎）・本町7－1（村山貢）・新座3グ） 一部（越井武男）・新座2び） 』部（樋

熊茂夫）・新座1び）一部（鈴木美長）・峠（小泉丑松）・背戸（中林栄三郎）・ ヒ町び）

・部（高橋’1ろ八）・上原（大熊正三）・塚田・中条八幡（小宮山慶一）・貝ノ川（小

林鉄雄）・ド条中央通1）（生越誠）・山際（水落武）・願入（水落満長）・漉野（水

落伊佐占）・慶地（小宮山弥）・轟木（藤木公栄）・宇田ヶ沢・中条菅沼（水落実）

赤倉（庭野栄 一郎）・関根1・2・浅ノ平（岡村徳治）・六箇山谷・麻畑（柳IE明）・

塩ノ又（桑原清正）・池之尻・漆島（佐藤修一）・池沢（樋口正徳）・大石（熊木隆）・

南雲（桑原久雄）・珠川1・2・3・4（福島正幸）・伊達2（宮沢正之）・老人ホー

ム（保坂功）・姿1（桜沢基）・、七市2び）一部（石沢正二郎）・土市3（富井良通）

h市4（L村睦男）・太田島3（金沢誠一）・馬場1（鈴木勝司）・水沢3（大口守
・〉・旭ケ丘（小山晃

一）

過
去
に
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
人
．

●
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
は
っ
き

り
し
な
か
っ
た
り
、
脱
退
一
時
金
を

も
ら
っ
た
期
間
が
あ
る
た
め
に
、
資

格
期
間
が
た
り
る
か
ど
う
か
疑
問
の

あ
る
人
。

●
年
金
手
帳
が
な
い
人
。

●
そ
の
他
国
民
年
金
や
農
業
者
年
金

に
関
す
る
質
問
、
相
談
、
照
会
等
の

あ
る
人
。

　
相
談
に
は
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
、

職
歴
の
メ
モ
（
会
社
名
及
び
従
事
年

月
日
を
具
体
的
に
書
い
た
も
の
）
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

任
意
加
入
者
は
、
特
例
納
付
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

夜
間
年
金
相
談
所
も
開
設

　
市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
つ

ぎ
の
、
．
万
所
で
夜
間
移
動
相
談
を
実

施
し
ま
す
、
こ
れ
は
、
お
集
ま
り
い

た
だ
く
の
に
便
利
な
よ
う
に
、
夜
間

こ
ち
ら
か
ら
地
域
に
出
向
き
、
茶
の

間
で
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ
せ
て
質
問
や

相
談
を
受
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
、

　
み
な
さ
ん
方
の
活
発
な
音
ゆ
見
、
質

移
動
年
金
相
談
所
（
夜
間
年
金
相
談
所
を
含
む
）

とお∬93⑤

期
　
　
目

時
　
　
間

会
　
　
　
場

内
　
　
　
　
容

共
　
催
　
団
　
体

9
月
1
8
日

　
（
月
）

午
前
1
0
時

　
～

午
後
3
時

市
役
所

　
市
民
ホ
；
ル

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

農
業
者
年
金
相
談

長
岡
社
会
保
険
事
務
所

市
農
業
委
員
会
・
市
役

所
市
民
課

9
月
1
9
目

　
（
火
）

午
後
8
時

　
～

四
日
町
市
営
住

宅
集
会
所

国
民
年
金
相
談

市
役
所
市
民
課

　
　
）

9
月
以
日

　
（
水
）

午
後
8
時

　
～

黒
沢
団
地
集
会
所

国
民
年
金
相
談

市
役
所
市
民
課

9
月
』
日

　
（
木
）

午
後
3
時

　
～

午
後
5
時

老
人
い
こ
い
の

家
「
四
ツ
宮
荘
」

国
民
年
金
相
談

未
納
徴
収
午
後
5
時
～

市
役
所
市
民
課

日
程
は
そ
の
都
度
、
地

域
の
年
金
委
員
さ
ん
等

打
合
せ
の
う
え
、
都
合

の
良
い
日
に
実
施
し
実

す
、日

時
は
決
定
次
第
地
域

の
方
々
に
回
章
等
で
お

知
ら
せ
し
主
す
。

新
座
公
民
館

国
民
年
金
相
談

農
業
者
年
金
相
談

市
農
業
委
員
会

市
役
所
市
民
課

大
井
田
公
民
館

中
条
公
民
館

轟
木
集
会
所

川
治
集
落
セ
ン
ダ
ー

谷
内
丑
集
会
所

城
之
古
消
費
組
合

上
・
田
出
張
所

高
島
公
民
館

鉢
公
民
館

馬
場
集
会
所

水
沢
公
会
堂

水
沢
出
張
所

細
尾
作
業
所

問
、
相
談
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
も
移
動
年
金
相
談
所

の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
相
談

所
の
開
設
を
希
望
さ
れ
る
部
落
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
早
目
に
市
民
課
国

民
年
金
係
（
密
七
±
．
．
一
一
一
内
線

二
一
八
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
、

…秋の交通安全運動一

一

♪
瓢

蝋
ニ
ゾ

　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
勢
＼
、

　
　
　
　
粋
し
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
訴
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
『

茶
の
間
で
も
で
き
る
家
族
の
交
通
安
全全　　　　　　　　　　　　　　’＼
　　　　　　　　　　一、　／

9月21日休）→9月30日仕
■運動の重点

1．歩行者及び自転車利用者、特に

　子供と老人の交通事故防止

2．安全運転管理の充実と安全運転

　の促進

3．飲酒・無謀運転の追放

毎
月
十
五
日
は

国
民
年
金
定
例
相
談
日
で
す

　
国
民
年
金
は
、
会
社
員
や
公
務
員

等
を
の
ぞ
い
た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

加
入
し
て
い
る
、
わ
が
国
で
一
番
大

き
な
年
金
制
度
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
制
度
を
十
分
理
解

し
な
い
た
め
、
加
入
し
た
人
で
も
制

度
内
容
を
く
わ
し
く
知
り
た
い
人
等

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
課
国
民
年
金
係
で
は
、
市
民

の
方
々
か
ら
一
層
国
民
年
金
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

窓
口
相
談
の
ほ
か
、
毎
月
十
五
目
を

国
民
年
金
定
例
相
談
日
と
定
め
ま
し

た
．
移
動
相
談
に
お
い
で
い
た
だ
け

な
い
方
は
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く

た
さ
い
。

例年11・12月は、し尿のくみとりが混み合いますので、なるべく9・10月中にお願いします衛生施設組合からのお願い



ー
臥
O
脈

（4）とお∬伊」旨（第3種郵便物認可）昭和53年9月10日

優
勝
は
東
部
・
応
援
は
下
条
に

　
　
　
　
　
　
　
喝
市
民
体
育
大
会
錫

　
　
九
月
三
日
、
四
年
ぶ
り
に
第
十
㎜
回
市
民
体
育
大
く
云
が
行
わ
れ
、

　
万
余
の
市
民
を
集
め
て
、
競
技
に
応
援
に
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

　
ま
し
た
。

　
　
競
技
の
部
で
は
東
部
地
区
（
東
小
学
校
区
）
が
圧
倒
的
な
強
さ
を

　
み
せ
て
通
算
七
回
目
の
優
勝
を
し
，
中
条
、
吉
田
と
続
き
ま
し
た
。

　
　
応
援
の
部
で
は
、
ビ
ン
ク
レ
テ
ィ
＼
と
べ
孫
悟
空
、
ド
カ
ベ
ン
，

　
宇
宙
戦
鑑
ヤ
マ
ド
、
ハ
シ
ゴ
乗
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
音
頭
等
々
、
各
地

　
区
と
も
趣
向
を
こ
ら
し
た
応
援
合
戦
の
結
果
、
下
条
地
区
が
優
勝
し

　
十
日
町
西
、
中
条
が
入
賞
し
ま
し
た
。競技の部丁〔輔轄）

優勝　東部地区　210点

2位　中条地区　182点

ll蕊藩撫
七
位
　
水
沢
北
地
区
　
百
五
十
六
点

八
位
　
水
沢
南
地
区
　
百
五
十
五
点

九
位
　
十
日
町
北
地
区
　
百
四
十
七
点

十
位
　
十
日
町
西
地
区
　
百
四
十
点

十
一
位
　
十
日
町
南
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
百
三
十
四
点

イ
一
位
　
十
日
町
東
地
区
　
百
七
点

ノ鑛一寒撫購粍豊、

応援の部
優勝　　ド条地区

2位　　十日田r西土也区

3イ立　　中条士也レく

藍　『一

囹雨量の月別合計（mm）　　　　　　A醐触

　　　　　　　　　　　　A　　娼年～52年平均53年　差騰
6月　　134　406　＋272A
謂
、
．
黒
』
1
』
舶

㊨
業

員
禁
訟
禁
ハ
、
貧
公
《
貧
員
賛
父
．
貧
｛
員
員
｛
員
貧
賛
貧
｛
員
｛
〔
｛
貧
《
ゑ
父
《
《
｛
〔
A
貧
冬
（
餐
賛
A
貧
賛
員
餐
A
禁
禁
禁
貧
貧
禁
（
貧
A
公
禁
A
禁
盆
禁
貧
禁
貧
貧
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
）

繋暑さの記録繋
　とにかく暑い、長い夏でした。6．2〔

梅雨前線豪雨が襲ったと思ったら梅雨

があけ、今年σ）真夏日は52日もありま

した．暑さの記録をみてみましょう．

　差

十2．6G

十1．9。

囹最高気温平均

　　　48年～52年平均　　53年

7月　　29．Oo　　31．6c

8月　　30．4。　32．30

　差

十2．3。

十〇．7。

囹最低気温平均

　　48年～52年平均　　53年

7月　　 19．0。　　21．3。

8月　　20．4。　2L1。

囹最高気温の年最高

48年　　49年　　50年　　51年　52年　53年

36．Oo36．2。35．4035．2。34．0。38．0。

（暫8）（％）（髪9）（』）（陽6〉（％）

囹真夏日数（8月25日まで）

48年　49年　50年　51年　52年　53年

46日　 37日　 30日　23日　27日　 52目

十日町市
中魚沼郡身障者のつどい

期日　9月23目（土）秋分の目

会場　中里村清津峡川原

日程　午後1時　十日町市役所前発

　ゲーム、ファイヤー、カラオケ大

　会などをして午後10時閉会

用意するもの　米1合、食器（バーベ

　キュー、みそ汁、サラダを作ります．）

申込み先　藤木フジエ（87－1679）

最終〆切日　9月19日
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国
民
年
金
制
度
は
、
た
ひ
か
さ
な

る
改
善
に
共
り
、
年
金
額
が
大
幅
に

引
き
あ
げ
ら
れ
、
現
在
－
、
、
は
頼
り
が

い
の
あ
る
年
金
と
し
て
、
益
々
期
待

と
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
と
し
は
、
全
国
に
百

万
人
い
る
と
い
わ
れ
る
無
年
金
者
を

な
く
す
る
た
め
、
納
付
の
特
例
制
度

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
　
（
期
間
は
五

十
一
．
一
年
七
月
一
日
か
ら
五
十
圧
年
六

月
一
．
一
十
日
の
二
年
間
）

　
そ
．
】
で
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年

多

金
係
で
は
、
無
年
金
者
解
消
を
め
ざ

し
て
、
市
内
卜
八
か
所
に
つ
ぎ
の
と

お
り
移
動
年
金
相
談
所
を
開
設
し
、

特
例
納
付
の
相
談
、
そ
の
他
各
種
年

金
相
談
に
応
じ
ま
す
、

　
．
｝
れ
は
、
国
民
年
金
強
調
月
間

（
十
・
ト
一
月
）
に
先
だ
ち
、
長
岡

社
会
保
険
事
務
所
、
市
農
業
委
員
会

と
共
催
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
．

国
民
年
金
や
農
業
者
年
金
に
関
す
る

質
問
、
相
談
、
照
会
等
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
近
く
の
会
場
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
九
月
十
八
日
㈲
の
市
役
所

会
場
で
は
、
国
民
年
金
、
農
業
者
年

金
の
ほ
か
、
厚
生
年
金
関
係
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の

会
場
で
は
、
当
日
保
険
料
を
未
納
さ

れ
て
い
る
方
の
集
合
徴
収
も
行
い
ま

す
の
で
、
未
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、

現
金
持
参
の
う
え
是
非
お
い
で
く
だ

さ
い
。
こ
ん
な
人
は
相
談
に

　
　
　
　
お
い
で
く
だ
さ
い

●
今
、
何
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し

　
て
い
な
い
人
。

●
国
民
年
金
に
加
人
し
て
い
た
が
、

　　住宅統計調査について鯉
　10月1日に全国い’・せいに第7回目σ）住宅統計調査が行われます．こび）調
査は「住宅び）国勢調査』と望，い才）れ、住宅び）建て方、構造、広さ、敷地、年

間収入等を調査し、そび）結果を過去び）調査結果と比較することにレ・て住宅

び）状況、世帯び）1、畳1住状態などび）変化を明らかにすることを目的としています．

　なお、今回の調査では、1・口町市全世帯び）3591）が調査対象とな一・ています

結果は同や県ノ）住宅建設計画をはじめ、都市計画、地域開発計画、環境整備

計画など数多くグ）施策び）基礎資料として利用され主す．

　調査票は、1（1月1日現在で記人されますか、調査世帯にはg月24日頃から
調査員か伺い、調査票プ）記人をお願いいたし主すび）て虹ろしくこ協力をお願

いいたします調査に一）いてび）お閻い合せは商11課統計係（B7－31U内243）…

★調査区域（調査員名）

西本町（小海勇）・本町6－3（人島勉）・本町6－1の一部（佐藤IE彦）・川原

町（小海義輝）・田中町本通び）…部（中林勇雄）・本町6－2（水落辰麹・稲荷

町3本通り（若井雄二）・稲荷町3東・旭町（樋熊幸治）・本町4（関口英夫）・

若宮町（中林元、14）・宮ド町東（湯沢澄）・神明町（服部ナミエ〉・昭和町3（村竹

修）・丸山町（柳貞子）・千代田町（野口’1二卜三）・島び）一部（春日勝）・卜日町病

院（樋口政徳）・高田町3南び） ・部（柳 三代治）・高田町1（小杉邦 ヂ）・本町東

1（滝沢文吉）・昭和町1（岩田li三孝）・美雪町3（佐野芳隆）・春日町3び） ・部（阿

部重吉）・春日町2（西野繁）・高山3（村山一実）・山本2（樋口彰）・川治ド町1

（斎藤紀元）・北新田3（村山潤）・城之古2（高橋卍和）・川治卜町3（須藤彦四
郎）・川治上町（遠田良一）・稲葉（丸山実）・小泉び）一部（長野利雄）・北鐙坂3

（栗林鎌 ・）・鉢1（尾身正作）・四口町4（滝沢庄三）・四日町3び）一部（池田栄

四目町2び）一部（小海［E徳）・南新田町（丸山富i：郎）・四ll町新田3び）一部（樋

口悟郎）・本町7－1（村山貢）・新座3グ） 一部（越井武男）・新座2び） 』部（樋

熊茂夫）・新座1び）一部（鈴木美長）・峠（小泉丑松）・背戸（中林栄三郎）・ ヒ町び）

・部（高橋’1ろ八）・上原（大熊正三）・塚田・中条八幡（小宮山慶一）・貝ノ川（小

林鉄雄）・ド条中央通1）（生越誠）・山際（水落武）・願入（水落満長）・漉野（水

落伊佐占）・慶地（小宮山弥）・轟木（藤木公栄）・宇田ヶ沢・中条菅沼（水落実）

赤倉（庭野栄 一郎）・関根1・2・浅ノ平（岡村徳治）・六箇山谷・麻畑（柳IE明）・

塩ノ又（桑原清正）・池之尻・漆島（佐藤修一）・池沢（樋口正徳）・大石（熊木隆）・

南雲（桑原久雄）・珠川1・2・3・4（福島正幸）・伊達2（宮沢正之）・老人ホー

ム（保坂功）・姿1（桜沢基）・、七市2び）一部（石沢正二郎）・土市3（富井良通）

h市4（L村睦男）・太田島3（金沢誠一）・馬場1（鈴木勝司）・水沢3（大口守
・〉・旭ケ丘（小山晃

一）

過
去
に
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
人
．

●
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
は
っ
き

り
し
な
か
っ
た
り
、
脱
退
一
時
金
を

も
ら
っ
た
期
間
が
あ
る
た
め
に
、
資

格
期
間
が
た
り
る
か
ど
う
か
疑
問
の

あ
る
人
。

●
年
金
手
帳
が
な
い
人
。

●
そ
の
他
国
民
年
金
や
農
業
者
年
金

に
関
す
る
質
問
、
相
談
、
照
会
等
の

あ
る
人
。

　
相
談
に
は
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
、

職
歴
の
メ
モ
（
会
社
名
及
び
従
事
年

月
日
を
具
体
的
に
書
い
た
も
の
）
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

任
意
加
入
者
は
、
特
例
納
付
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

夜
間
年
金
相
談
所
も
開
設

　
市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
つ

ぎ
の
、
．
万
所
で
夜
間
移
動
相
談
を
実

施
し
ま
す
、
こ
れ
は
、
お
集
ま
り
い

た
だ
く
の
に
便
利
な
よ
う
に
、
夜
間

こ
ち
ら
か
ら
地
域
に
出
向
き
、
茶
の

間
で
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ
せ
て
質
問
や

相
談
を
受
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
、

　
み
な
さ
ん
方
の
活
発
な
音
ゆ
見
、
質

移
動
年
金
相
談
所
（
夜
間
年
金
相
談
所
を
含
む
）

とお∬93⑤

期
　
　
目

時
　
　
間

会
　
　
　
場

内
　
　
　
　
容

共
　
催
　
団
　
体

9
月
1
8
日

　
（
月
）

午
前
1
0
時

　
～

午
後
3
時

市
役
所

　
市
民
ホ
；
ル

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

農
業
者
年
金
相
談

長
岡
社
会
保
険
事
務
所

市
農
業
委
員
会
・
市
役

所
市
民
課

9
月
1
9
目

　
（
火
）

午
後
8
時

　
～

四
日
町
市
営
住

宅
集
会
所

国
民
年
金
相
談

市
役
所
市
民
課

　
　
）

9
月
以
日

　
（
水
）

午
後
8
時

　
～

黒
沢
団
地
集
会
所

国
民
年
金
相
談

市
役
所
市
民
課

9
月
』
日

　
（
木
）

午
後
3
時

　
～

午
後
5
時

老
人
い
こ
い
の

家
「
四
ツ
宮
荘
」

国
民
年
金
相
談

未
納
徴
収
午
後
5
時
～

市
役
所
市
民
課

日
程
は
そ
の
都
度
、
地

域
の
年
金
委
員
さ
ん
等

打
合
せ
の
う
え
、
都
合

の
良
い
日
に
実
施
し
実

す
、日

時
は
決
定
次
第
地
域

の
方
々
に
回
章
等
で
お

知
ら
せ
し
主
す
。

新
座
公
民
館

国
民
年
金
相
談

農
業
者
年
金
相
談

市
農
業
委
員
会

市
役
所
市
民
課

大
井
田
公
民
館

中
条
公
民
館

轟
木
集
会
所

川
治
集
落
セ
ン
ダ
ー

谷
内
丑
集
会
所

城
之
古
消
費
組
合

上
・
田
出
張
所

高
島
公
民
館

鉢
公
民
館

馬
場
集
会
所

水
沢
公
会
堂

水
沢
出
張
所

細
尾
作
業
所

問
、
相
談
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
も
移
動
年
金
相
談
所

の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
相
談

所
の
開
設
を
希
望
さ
れ
る
部
落
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
早
目
に
市
民
課
国

民
年
金
係
（
密
七
±
．
．
一
一
一
内
線

二
一
八
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
、

…秋の交通安全運動一

一

♪
瓢

蝋
ニ
ゾ

　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
勢
＼
、

　
　
　
　
粋
し
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
訴
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
『

茶
の
間
で
も
で
き
る
家
族
の
交
通
安
全全　　　　　　　　　　　　　　’＼
　　　　　　　　　　一、　／

9月21日休）→9月30日仕
■運動の重点

1．歩行者及び自転車利用者、特に

　子供と老人の交通事故防止

2．安全運転管理の充実と安全運転

　の促進

3．飲酒・無謀運転の追放

毎
月
十
五
日
は

国
民
年
金
定
例
相
談
日
で
す

　
国
民
年
金
は
、
会
社
員
や
公
務
員

等
を
の
ぞ
い
た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

加
入
し
て
い
る
、
わ
が
国
で
一
番
大

き
な
年
金
制
度
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
制
度
を
十
分
理
解

し
な
い
た
め
、
加
入
し
た
人
で
も
制

度
内
容
を
く
わ
し
く
知
り
た
い
人
等

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
課
国
民
年
金
係
で
は
、
市
民

の
方
々
か
ら
一
層
国
民
年
金
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

窓
口
相
談
の
ほ
か
、
毎
月
十
五
目
を

国
民
年
金
定
例
相
談
日
と
定
め
ま
し

た
．
移
動
相
談
に
お
い
で
い
た
だ
け

な
い
方
は
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く

た
さ
い
。

例年11・12月は、し尿のくみとりが混み合いますので、なるべく9・10月中にお願いします衛生施設組合からのお願い



偽
O
臥

（6）
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五
千
平
方
材
以
上
の
土
地
取
引
は

　
　
　
　
　
　
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す

　
土
地
の
利
用
規
制
で
、
昭
和
四
十

九
年
六
月
二
十
五
日
に
国
土
利
用
計

画
法
が
公
布
さ
れ
、
同
年
十
二
月
二

十
四
日
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
す
で
に

四
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
過
去
に
何
度
か
市
報
等

で
P
・
R
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
無
届
が
絶
え
ま
せ
ん
．

　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
正
し
い

届
出
に
よ
っ
て
、
地
価
高
騰
の
抑
制

と
地
価
の
安
定
を
図
る
た
め
、
届
出

等
の
手
続
き
を
必
要
と
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
場
合
、
つ
ぎ
の
面
積

要
件
の
土
地
売
買
の
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
当
事
者
は
市
長

を
経
由
し
て
、
県
知
事
に
届
出
が
必

要
で
す
。

　
防
衛
庁
で
は
、
二
等
陸
海
空
士

及
び
各
種
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
十
八
歳
～
二
十
五
歳
未
満
の

男
子
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
・

市
民
課
（
魯
七
ー
三
二
一
内
線

二
二
〇
）
ま
た
は
自
衛
隊
長
岡
出

張
所
（
8
0
二
五
八
ー
三
三
l
O

墨
週
灘
鰻
灘
懲
章
翻
叢

二
五
六
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

　
な
お
、
来
春
高
校
卒
業
予
定
者

の
採
用
試
験
は
、
十
月
一
日
か
ら

行
い
ま
す
。

●
待
遇
　
初
任
給
八
万
三
千
七
百

円
（
衣
・
食
・
住
無
料
）

◆
都
市
計
画
区
域
（
十
日
町
、
中
条
、

川
治
、
六
箇
地
区
）
の
場
合
、
五
千

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

◆
都
市
計
画
区
域
外
（
下
条
、
吉
田
、

水
沢
地
区
）
の
場
合
一
万
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上

　
詳
細
に
つ
い
て
は
市
・
開
発
課
管

理
係
（
8
七
－
三
一
一
一
内
線
】
二
一

八
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

し
尿
浄
化
槽
設
置

　
　
　
　
　
研
修
会
を
開
催

　
近
年
、
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
設
置
後

の
整
備
や
維
持
管
理
の
不
備
か
ら
、

不
良
浄
化
槽
に
よ
る
悪
臭
等
の
苦
情

が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　
十
日
町
保
健
所
・
十
日
町
市
役
所

で
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
一
掃
し
て
、

快
適
な
生
活
環
境
が
つ
く
ら
れ
る
よ

う
、
つ
ぎ
の
日
程
で
し
尿
浄
化
槽
設

置
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
．

　
し
尿
浄
化
槽
設
置
者
は
、
案
内
ハ

ガ
キ
（
後
程
お
届
け
し
ま
す
）
と
、

昭
和
五
十
三
年
度
第
一
回
放
流
水
検

査
結
果
通
知
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
上
、

必
ず
研
修
し
て
く
だ
さ
い
。
（
昨
年
度

受
け
ら
れ
た
方
は
、
研
修
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
）

期
日
　
九
月
二
十
六
日
㈹

会
場
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

受
付
　
午
後
六
時
よ
り
（
研
修
会
は

六
時
半
～
八
時
半
）

研
修
内
容
　
①
し
尿
浄
化
槽
の
構
造

山
地
災
害
を
防
ぐ

　
　
　
・
治
山
一
事
業

に
つ
い
て
②
し
尿
浄
化
槽
の
正
し
い

維
持
管
理
に
つ
い
て

糞
尿
の
畑
地
還
元
に
つ
い
て

　
動
物
糞
尿
及
び
人
糞
尿
の
畑
地
還

元
に
よ
る
悪
臭
、
ハ
エ
の
発
生
等
の

苦
情
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。

　
市
・
環
境
課
で
も
処
理
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

施
肥
の
際
、
法
律
に
決
め
ら
れ
て
い

る
つ
ぎ
の
方
法
を
守
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
酵
処
理
し
て
使
用
す
る

●
乾
燥
ま
た
は
焼
却
し
て
使
用
す
る

●
化
学
処
理
し
て
使
用
す
る

●
尿
の
み
分
解
し
て
使
用
す
る

●
し
尿
処
理
施
設
ま
た
は
こ
れ
に
類

す
る
動
物
の
糞
尿
処
理
施
設
に
よ
り

処
理
し
て
使
用
す
る

　今年は、5月の妙高高原町の地すべ1）災害、6月の集中豪雨による

土砂崩れ、と大きな山地災害が発生しています。

　緑につつまれた山林は、木材をつくり清い水や空気を与え、皆さん

の憩いの場ともな1）、私達の生活に深いつながりを持つ大切なもので

す。ところが、山は時として私達の生活をおびゃかすような災害を引

き起すことがあります。山地からの災害を防ぐために治山事業を国県

費用により県治山課、小千谷林業事務所では毎年市内各所で施行して

います。

　治山事業には、山崩れの復旧や予防工事’地すべりを防ぐ工事、な

だれが起きないような林をつくる工事、保安林を育てる工事などがあ

ります。

　昭和53年度に当市で行われる治山事業は35ヵ所を国県に対して採択

されるよう要望しています。

　▲防災週間がはじまりました▲
　9月1日か‘）防災週間がはじまっています。

　6月の宮城県沖地震では、粗悪なへいによって多数の死者がでまし

たが、建築基準法にはつぎのような定めがあ1）ます。建物やへいを注

意して点検しましょう。

■ブロックのへい

〔11高さは3m以下とすること。

〔2）高さ2m以下のものでは、壁の厚さは10㎝以上、高さが二mを超

　えるものは、壁の厚さは15㎝以上とすること。

〔3）鉄筋は、たて、横ともに80㎝以下に入れること。

（4）長さ3m位ごとに控壁を設けること。

15）基礎のたけは35㎝以上とし、根入れの深さは30㎝以上とすること。

■石積、れんが積のへい

（1）高さは2mまでとすること。

（2）壁の厚さは、高さの10分の1以上とすること。

（3）長さ4mごとに控壁を設けること。

（4）基礎の根入れの深さは20㎝以上とすること。

　危ないものは、近所で注意しあいましょう。

　詳細については、十日町土木事務所建築係（87－5511）または市

建設課（魯7－3111内線250）へお問い合せください。

●
十
分
に
覆
土
し
て
使
用
す
る

　
以
上
六
つ
の
方
法
で
な
い
と
、
動

物
の
糞
尿
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
「
十
分
覆
土
し
て
使
用
す
る
」

場
合
で
も
、
畑
に
運
ん
で
す
み
や
か

に
消
毒
す
る
と
と
も
に
、
早
目
に
覆

土
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
水
難
防
止
▲

増
水
し
た
ら
早
目
に
避
難

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
（
千
手
、
小

千
谷
発
電
所
）
は
、
水
路
式
発
電
所

で
す
。
そ
の
た
め
、
上
流
か
ら
き
た

水
を
貯
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
降
雨
等
で
上
流
か
ら
増
水
し

た
分
を
宮
中
ダ
ム
の
水
門
を
開
い
て

下
流
へ
放
流
し
て
い
ま
す
が
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
時
は
特
に
危
険
で
す
の
で

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
台
風
等
集
中
豪
雨
で
増
水
し
、
宮

中
ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
と
き
．

●
発
電
所
の
機
械
が
故
障
し
た
と
き
．

調
整
池
（
浅
河
原
及
び
山
本
）
の
水

を
余
水
路
か
ら
信
濃
川
へ
流
す
と
き
。

●
そ
の
他
や
む
を
え
ず
水
を
流
す
と

き
。
り
ま
ま
ま
ま
き
ま
ま
チ
ぜ
ま

｝
　
　
　
　
い
　
が
さ
、
が

㎜
　
　
り
目
と
腋
ど

㎜
む
　
は
翫
盟

ニ
ニ
を
払
晶
累

㎜
憾
る
服
創
る
あ
さの
の

㎜
た
一
野
鋤
碁

㎜
款
い
て
を
∬
畝
い

㎜
訪
磐
簑

皿
　
　
　
　
　
ろ
　
さ
の
自

π
肇
ま
き
張
肇
玄

いえることは・でれがブ1娯腔奮縁
とさであるといつことでよ避くス’1を
るとさ、たのしいひととう難てヒ。すや流
にたばこの味も格別てす。に　し　覧　1　ぐサす

　＿　　　　　注て　力川イと根兀まで吹うとそれだけ意’増1かレき
量も増えますから3分のし水水や‘）ンは
上手な吸い方といえます。て難しサ逃を　’
　　　　　　　　　　　く事てイげ鳴事
やすらぎ」を求めるたばだ故きレてら前
、ゆっくり楽しんてくだ　さ　にたン　く　しに
　　　　　　　　　　　い　あ　ら　が　だ　ま　ス
、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。わ早鳴さすピ

　　　おいし

　たばこが一番お

ろいろ異なるもの

　アンケートなど

さめたとさの一服

の一服」「一仕事d

自室てくつろいて

多いようてす。

　ここで共通して

ライベートなひと

す。くつろいてい

さの一服はたしか

　また、たばこを

ニコチン、タール

1位まて吸うのが

　「ゆとり」や「

こてす。のんびり

さい。
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お
題
は
“
丘
”
54
年
歌
会
始

　
昭
和
五
十
四
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
丘
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
題

は
「
丘
」
で
す
が
、
歌
に
は
「
岡
」

の
文
字
を
用
い
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

　
詠
進
要
領

　
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一

首
と
し
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
．

用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し

て
く
だ
さ
い
。
病
気
ま
た
は
身
体
障

害
の
た
め
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
代
筆
で
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
に
は
理
由
を

書
い
た
別
の
紙
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

盲
人
の
方
は
、
点
字
で
も
結
構
で
す
。

　
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本

名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生
年
月
日

及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）

を
書
い
て
ぐ
だ
さ
い
。
無
職
の
場
合

に
は
元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
．

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に
「
主

婦
」
と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

　
詠
進
期
間
　
本
年
九
月
一
日
か
ら

十
月
十
一
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場

合
は
、
消
印
が
十
月
十
一
日
ま
で
の

も
の
を
有
効
と
し
ま
す
．

　
あ
て
先
　
　
「
〒
一
〇
〇
東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
宮
内
庁
」

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
疑
問
の
点
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
に
、
住
所
、
氏
名
を
書
き

返
信
用
切
手
（
五
十
円
）
を
は
っ
た

封
筒
を
添
え
て
、
九
月
末
日
ま
で
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

休
館
日
が
変
更
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
◆
公
民
館
・
市
民
会
館
◆

　
十
月
一
日
か
ら
公
民
館
・
市
民
会

館
の
休
館
日
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
一

部
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

第4回市民芸能祭（後期）

参加団体募集中！！

◆申し込みは

　9月20日までです
◆お問い合せ、申し込みは市

公民館（87－5011〉へ。

◆詳細は8月25日付市報お知
らせ版をご‘）んください。

だ
さ
し
。

・
毎
週
月
曜
日
（
従
来
ど
お
り
）

・
祝
日
・
成
人
の
日
、
建
国
記
念
の

日
、
春
分
の
日
、
敬
老
の
日
、
秋
分

の
日
、
勤
労
感
謝
の
日
は
休
館
日
．

天
皇
誕
生
日
、
憲
法
記
念
日
、
こ
ど

も
の
日
、
体
育
の
日
、
文
化
の
日
の

翌
日
が
休
館
日
（
従
来
は
、
祝
日
の

翌
日
が
す
べ
て
休
館
日
で
し
た
が
、

十
月
一
日
か
ら
休
館
日
に
な
る
祝
日

と
な
ら
な
い
祝
日
が
あ
り
ま
す
）

・
年
末
、
年
始
の
休
館
日
は
従
来
ど

お
り
で
す
。

　
対
象
の
公
民
館
は
、
十
日
町
市
公

民
館
・
市
民
会
館
・
中
条
・
川
治
．

下
条
の
各
地
区
公
民
館
で
す
．

盈rお1”’3㎝

博
物
館
資
料
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
五
月
～
七
月
）

半中角井鈴小野岩か池吉丸南佐
間川山・木林上岨田沢山雲藤
伸成タ知塞国幸蕎純俊利友文

典夫ウ行郎広作茂店一夫平秀男

川
西
高
校

中
里
村
貝
野
戊

小
千
谷
市
真
人
上
沢

長
岡
市
信
濃
二

市
内
轟
木

〃
　
若
宮
町

〃
　
中
条
菅
沼

〃
　
山
新
田

〃
城
之
古

六
日
町
津
久
野
．
卜
新
田

市
内
大
黒
沢

〃
　
昭
和
町
三

渋
谷
区
幡
ヶ
谷
二

市
内
南
新
田
二

池小庭北麻小桑佐金池岩山田高

嘘麟原攣鷲
己和作会落雄寛郎郎治次治治剛

春
日
定
次
郎
市
内
樽
沢

野
上
啓
吉
〃
高
島
二

収
野
常
作
”
宮
ト
東

長
岡
市
立
科
学
博
物
館

十
日
町
新
聞
社
市
内
本
町
二

塩
三
郎
＋
日
町
シ
ル
ク

田
村
政
治
市
内
諏
訪
町

十
日
町
駅

谷
内
昭
栄
市
内
上
新
田

生
越
好
雄
　
　
”
原

　
　
杉
貞
吉
”
下
条
本
町

　
　
泉
忠
孝
　
”
原

山
口
清
蔵
〃
稲
荷
町
一

樋
熊
ト
ィ
”
中
条
ド
町

市
内
八
幡

〃
　
稲
荷
町
四

〃
　
八
幡

〃
　
中
条
上
町

〃
　
梅
沢

〃
　
四
日
町
新
田

村
上
市
村
上

津
南
町
所
平

市
内
水
口

〃
　
六
箇

　
〃
　
吉
田

　
館
　
泉

　〃

　
駅
通
り

　
〃
高
田
町
三
の
南

鷲

　
暑
い
夏
も
よ
う
や
く
終
わ
り
ま
し

た
。
す
ご
し
や
す
い
秋
の
夜
長
を
読

書
で
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
で
も
、
本
も
ほ
か
の
も
の

と
同
じ
よ
う
に
結
構
お
高
く
な
り
ま

し
た
ね
。
そ
れ
に
お
金
を
出
し
て
買

わ
な
く
と
も
、
借
り
て
一
回
読
め
ば

よ
い
と
い
う
本
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
、
公
民
館
図
書
室
が

あ
な
た
の
お
役
に
立
て
そ
う
で
す
．

公
民
館
図
書
室
に
は
本
館
だ
け
で
約

二
万
五
千
冊
の
蔵
書
が
あ
り
、
昨
年

一
年
間
で
八
千
人
の
人
が
借
り
て
読

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
冊
数
は
こ
れ
ほ

ど
で
な
く
て
も
、
お
近
く
の
地
区
公

民
館
に
も
図
書
室
が
あ
り
、
貸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
一
度
登
録
す
れ
ば
簡

単
な
手
続
き
で
好
き
な
本
が
借
り
ら

れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
お
金
は
い
た
だ

き
ま
せ
ん
。
児
童
図
書
も
あ
り
ま
す

の
で
、
子
ど
も
さ
ん
も
お
い
で
く
だ

さ
い
。

日
の
秋
が
や
つ
て
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
図
書
室

　
ま
た
、
百
科
事
典
や
郷
土
資
料
の

類
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ち
ょ
　
と
し

た
調
べ
も
の
も
で
き
ま
す
．
美
術
全

集
や
陶
磁
全
集
な
ど
は
高
価
な
も
の

で
す
の
で
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が

貸
出
は
お
断
わ
り
し
て
い
ま
す
。
で

も
、
図
書
室
の
中
で
な
ら
、
こ
自
由
に

．
こ
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
秋
の
一
日

巨
匠
や
名
工
の
世
界
に
酔
っ
て
み
る

の
も
す
て
き
な
休
日
の
す
ご
し
方
で

は
あ
り
ま
せ
ん
カ
。

　
遠
か
っ
た
り
、
仕
事
の
都
合
な
ど

で
公
民
館
に
来
れ
な
い
人
の
と
こ
ろ

に
本
を
届
け
て
い
る
の
が
自
動
車
文

庫
こ
だ
ま
号
で
す
。
巡
回
を
始
め
て

五
年
目
－
年
々
、
多
く
の
方
々
に

利
用
さ
れ
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
人

気
者
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
だ
ま

号
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
は

　「顯縣

貸
出
文
庫
を
置
い
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
こ
利
用
く
だ
さ
し

　
読
み
た
い
本
が
書
架
に
な
い
時
に

は
リ
ク
エ
ス
ト
を
し
て
く
だ
さ
し

特
殊
な
本
以
外
は
で
き
る
だ
け
要
望

に
お
答
え
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
公
民
館
か
ら
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
公
民
館
の
図
書
費
は
残
念

な
が
ら
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限

ら
れ
た
予
算
で
購
入
し
た
本
を
有
効

に
使
う
た
め
に
、
本
の
回
転
を
早
く

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
二
週
間
の

期
限
つ
き
で
お
貸
し
す
る
の
で
す
が

そ
の
貸
出
期
限
は
絶
対
に
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
期
限
内
で
も
読
み
終
わ
っ

た
ら
す
ぐ
返
し
て
く
だ
さ
れ
ば
一
番

あ
り
が
た
い
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば

そ
の
返
し
た
本
を
す
ぐ
ほ
か
の
人
が

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ご
自
分

で
も
早
く
新
し
い
本
に
巡
ぐ
り
あ
う

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
よ
ろ
し

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
宅
に
眠
っ
て
い
る
本
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
公
民
館
に
ご

寄
贈
く
だ
さ
い
。
公
民
館
で
そ
の
本
、

は
も
う
一
度
、
い
や
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
よ
っ
て
何
度
で
も
生
き
て
働

い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
　
一
般
図
書
だ
け
で
な
く
、
同
人
誌
、

個
人
誌
な
ど
、
あ
る
い
は
団
体
や
町

内
の
会
報
な
ど
も
P
R
を
兼
ね
て
お

寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎十日町地区敬老会＊9月15日（会場／十日町市民体育館・9時30分～12時30分）



偽
O
臥

（6）
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五
千
平
方
材
以
上
の
土
地
取
引
は

　
　
　
　
　
　
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す

　
土
地
の
利
用
規
制
で
、
昭
和
四
十

九
年
六
月
二
十
五
日
に
国
土
利
用
計

画
法
が
公
布
さ
れ
、
同
年
十
二
月
二

十
四
日
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
す
で
に

四
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
過
去
に
何
度
か
市
報
等

で
P
・
R
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
無
届
が
絶
え
ま
せ
ん
．

　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
正
し
い

届
出
に
よ
っ
て
、
地
価
高
騰
の
抑
制

と
地
価
の
安
定
を
図
る
た
め
、
届
出

等
の
手
続
き
を
必
要
と
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
場
合
、
つ
ぎ
の
面
積

要
件
の
土
地
売
買
の
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
当
事
者
は
市
長

を
経
由
し
て
、
県
知
事
に
届
出
が
必

要
で
す
。

　
防
衛
庁
で
は
、
二
等
陸
海
空
士

及
び
各
種
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
十
八
歳
～
二
十
五
歳
未
満
の

男
子
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
・

市
民
課
（
魯
七
ー
三
二
一
内
線

二
二
〇
）
ま
た
は
自
衛
隊
長
岡
出

張
所
（
8
0
二
五
八
ー
三
三
l
O

墨
週
灘
鰻
灘
懲
章
翻
叢

二
五
六
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

　
な
お
、
来
春
高
校
卒
業
予
定
者

の
採
用
試
験
は
、
十
月
一
日
か
ら

行
い
ま
す
。

●
待
遇
　
初
任
給
八
万
三
千
七
百

円
（
衣
・
食
・
住
無
料
）

◆
都
市
計
画
区
域
（
十
日
町
、
中
条
、

川
治
、
六
箇
地
区
）
の
場
合
、
五
千

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

◆
都
市
計
画
区
域
外
（
下
条
、
吉
田
、

水
沢
地
区
）
の
場
合
一
万
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上

　
詳
細
に
つ
い
て
は
市
・
開
発
課
管

理
係
（
8
七
－
三
一
一
一
内
線
】
二
一

八
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

し
尿
浄
化
槽
設
置

　
　
　
　
　
研
修
会
を
開
催

　
近
年
、
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
設
置
後

の
整
備
や
維
持
管
理
の
不
備
か
ら
、

不
良
浄
化
槽
に
よ
る
悪
臭
等
の
苦
情

が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　
十
日
町
保
健
所
・
十
日
町
市
役
所

で
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
一
掃
し
て
、

快
適
な
生
活
環
境
が
つ
く
ら
れ
る
よ

う
、
つ
ぎ
の
日
程
で
し
尿
浄
化
槽
設

置
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
．

　
し
尿
浄
化
槽
設
置
者
は
、
案
内
ハ

ガ
キ
（
後
程
お
届
け
し
ま
す
）
と
、

昭
和
五
十
三
年
度
第
一
回
放
流
水
検

査
結
果
通
知
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
上
、

必
ず
研
修
し
て
く
だ
さ
い
。
（
昨
年
度

受
け
ら
れ
た
方
は
、
研
修
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
）

期
日
　
九
月
二
十
六
日
㈹

会
場
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

受
付
　
午
後
六
時
よ
り
（
研
修
会
は

六
時
半
～
八
時
半
）

研
修
内
容
　
①
し
尿
浄
化
槽
の
構
造

山
地
災
害
を
防
ぐ

　
　
　
・
治
山
一
事
業

に
つ
い
て
②
し
尿
浄
化
槽
の
正
し
い

維
持
管
理
に
つ
い
て

糞
尿
の
畑
地
還
元
に
つ
い
て

　
動
物
糞
尿
及
び
人
糞
尿
の
畑
地
還

元
に
よ
る
悪
臭
、
ハ
エ
の
発
生
等
の

苦
情
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。

　
市
・
環
境
課
で
も
処
理
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

施
肥
の
際
、
法
律
に
決
め
ら
れ
て
い

る
つ
ぎ
の
方
法
を
守
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
酵
処
理
し
て
使
用
す
る

●
乾
燥
ま
た
は
焼
却
し
て
使
用
す
る

●
化
学
処
理
し
て
使
用
す
る

●
尿
の
み
分
解
し
て
使
用
す
る

●
し
尿
処
理
施
設
ま
た
は
こ
れ
に
類

す
る
動
物
の
糞
尿
処
理
施
設
に
よ
り

処
理
し
て
使
用
す
る

　今年は、5月の妙高高原町の地すべ1）災害、6月の集中豪雨による

土砂崩れ、と大きな山地災害が発生しています。

　緑につつまれた山林は、木材をつくり清い水や空気を与え、皆さん

の憩いの場ともな1）、私達の生活に深いつながりを持つ大切なもので

す。ところが、山は時として私達の生活をおびゃかすような災害を引

き起すことがあります。山地からの災害を防ぐために治山事業を国県

費用により県治山課、小千谷林業事務所では毎年市内各所で施行して

います。

　治山事業には、山崩れの復旧や予防工事’地すべりを防ぐ工事、な

だれが起きないような林をつくる工事、保安林を育てる工事などがあ

ります。

　昭和53年度に当市で行われる治山事業は35ヵ所を国県に対して採択

されるよう要望しています。

　▲防災週間がはじまりました▲
　9月1日か‘）防災週間がはじまっています。

　6月の宮城県沖地震では、粗悪なへいによって多数の死者がでまし

たが、建築基準法にはつぎのような定めがあ1）ます。建物やへいを注

意して点検しましょう。

■ブロックのへい

〔11高さは3m以下とすること。

〔2）高さ2m以下のものでは、壁の厚さは10㎝以上、高さが二mを超

　えるものは、壁の厚さは15㎝以上とすること。

〔3）鉄筋は、たて、横ともに80㎝以下に入れること。

（4）長さ3m位ごとに控壁を設けること。

15）基礎のたけは35㎝以上とし、根入れの深さは30㎝以上とすること。

■石積、れんが積のへい

（1）高さは2mまでとすること。

（2）壁の厚さは、高さの10分の1以上とすること。

（3）長さ4mごとに控壁を設けること。

（4）基礎の根入れの深さは20㎝以上とすること。

　危ないものは、近所で注意しあいましょう。

　詳細については、十日町土木事務所建築係（87－5511）または市

建設課（魯7－3111内線250）へお問い合せください。

●
十
分
に
覆
土
し
て
使
用
す
る

　
以
上
六
つ
の
方
法
で
な
い
と
、
動

物
の
糞
尿
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
「
十
分
覆
土
し
て
使
用
す
る
」

場
合
で
も
、
畑
に
運
ん
で
す
み
や
か

に
消
毒
す
る
と
と
も
に
、
早
目
に
覆

土
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
水
難
防
止
▲

増
水
し
た
ら
早
目
に
避
難

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
（
千
手
、
小

千
谷
発
電
所
）
は
、
水
路
式
発
電
所

で
す
。
そ
の
た
め
、
上
流
か
ら
き
た

水
を
貯
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
降
雨
等
で
上
流
か
ら
増
水
し

た
分
を
宮
中
ダ
ム
の
水
門
を
開
い
て

下
流
へ
放
流
し
て
い
ま
す
が
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
時
は
特
に
危
険
で
す
の
で

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
台
風
等
集
中
豪
雨
で
増
水
し
、
宮

中
ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
と
き
．

●
発
電
所
の
機
械
が
故
障
し
た
と
き
．

調
整
池
（
浅
河
原
及
び
山
本
）
の
水

を
余
水
路
か
ら
信
濃
川
へ
流
す
と
き
。

●
そ
の
他
や
む
を
え
ず
水
を
流
す
と

き
。
り
ま
ま
ま
ま
き
ま
ま
チ
ぜ
ま

｝
　
　
　
　
い
　
が
さ
、
が

㎜
　
　
り
目
と
腋
ど

㎜
む
　
は
翫
盟

ニ
ニ
を
払
晶
累

㎜
憾
る
服
創
る
あ
さの
の

㎜
た
一
野
鋤
碁

㎜
款
い
て
を
∬
畝
い

㎜
訪
磐
簑

皿
　
　
　
　
　
ろ
　
さ
の
自

π
肇
ま
き
張
肇
玄

いえることは・でれがブ1娯腔奮縁
とさであるといつことでよ避くス’1を
るとさ、たのしいひととう難てヒ。すや流
にたばこの味も格別てす。に　し　覧　1　ぐサす

　＿　　　　　注て　力川イと根兀まで吹うとそれだけ意’増1かレき
量も増えますから3分のし水水や‘）ンは
上手な吸い方といえます。て難しサ逃を　’
　　　　　　　　　　　く事てイげ鳴事
やすらぎ」を求めるたばだ故きレてら前
、ゆっくり楽しんてくだ　さ　にたン　く　しに
　　　　　　　　　　　い　あ　ら　が　だ　ま　ス
、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。わ早鳴さすピ

　　　おいし

　たばこが一番お

ろいろ異なるもの

　アンケートなど

さめたとさの一服

の一服」「一仕事d

自室てくつろいて

多いようてす。

　ここで共通して

ライベートなひと

す。くつろいてい

さの一服はたしか

　また、たばこを

ニコチン、タール

1位まて吸うのが

　「ゆとり」や「

こてす。のんびり

さい。
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お
題
は
“
丘
”
54
年
歌
会
始

　
昭
和
五
十
四
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
丘
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
題

は
「
丘
」
で
す
が
、
歌
に
は
「
岡
」

の
文
字
を
用
い
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

　
詠
進
要
領

　
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一

首
と
し
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
．

用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し

て
く
だ
さ
い
。
病
気
ま
た
は
身
体
障

害
の
た
め
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
代
筆
で
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
に
は
理
由
を

書
い
た
別
の
紙
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

盲
人
の
方
は
、
点
字
で
も
結
構
で
す
。

　
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本

名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生
年
月
日

及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）

を
書
い
て
ぐ
だ
さ
い
。
無
職
の
場
合

に
は
元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
．

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に
「
主

婦
」
と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

　
詠
進
期
間
　
本
年
九
月
一
日
か
ら

十
月
十
一
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場

合
は
、
消
印
が
十
月
十
一
日
ま
で
の

も
の
を
有
効
と
し
ま
す
．

　
あ
て
先
　
　
「
〒
一
〇
〇
東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
宮
内
庁
」

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
疑
問
の
点
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
に
、
住
所
、
氏
名
を
書
き

返
信
用
切
手
（
五
十
円
）
を
は
っ
た

封
筒
を
添
え
て
、
九
月
末
日
ま
で
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

休
館
日
が
変
更
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
◆
公
民
館
・
市
民
会
館
◆

　
十
月
一
日
か
ら
公
民
館
・
市
民
会

館
の
休
館
日
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
一

部
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

第4回市民芸能祭（後期）

参加団体募集中！！

◆申し込みは

　9月20日までです
◆お問い合せ、申し込みは市

公民館（87－5011〉へ。

◆詳細は8月25日付市報お知
らせ版をご‘）んください。

だ
さ
し
。

・
毎
週
月
曜
日
（
従
来
ど
お
り
）

・
祝
日
・
成
人
の
日
、
建
国
記
念
の

日
、
春
分
の
日
、
敬
老
の
日
、
秋
分

の
日
、
勤
労
感
謝
の
日
は
休
館
日
．

天
皇
誕
生
日
、
憲
法
記
念
日
、
こ
ど

も
の
日
、
体
育
の
日
、
文
化
の
日
の

翌
日
が
休
館
日
（
従
来
は
、
祝
日
の

翌
日
が
す
べ
て
休
館
日
で
し
た
が
、

十
月
一
日
か
ら
休
館
日
に
な
る
祝
日

と
な
ら
な
い
祝
日
が
あ
り
ま
す
）

・
年
末
、
年
始
の
休
館
日
は
従
来
ど

お
り
で
す
。

　
対
象
の
公
民
館
は
、
十
日
町
市
公

民
館
・
市
民
会
館
・
中
条
・
川
治
．

下
条
の
各
地
区
公
民
館
で
す
．

盈rお1”’3㎝

博
物
館
資
料
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
五
月
～
七
月
）

半中角井鈴小野岩か池吉丸南佐
間川山・木林上岨田沢山雲藤
伸成タ知塞国幸蕎純俊利友文

典夫ウ行郎広作茂店一夫平秀男

川
西
高
校

中
里
村
貝
野
戊

小
千
谷
市
真
人
上
沢

長
岡
市
信
濃
二

市
内
轟
木

〃
　
若
宮
町

〃
　
中
条
菅
沼

〃
　
山
新
田

〃
城
之
古

六
日
町
津
久
野
．
卜
新
田

市
内
大
黒
沢

〃
　
昭
和
町
三

渋
谷
区
幡
ヶ
谷
二

市
内
南
新
田
二

池小庭北麻小桑佐金池岩山田高

嘘麟原攣鷲
己和作会落雄寛郎郎治次治治剛

春
日
定
次
郎
市
内
樽
沢

野
上
啓
吉
〃
高
島
二

収
野
常
作
”
宮
ト
東

長
岡
市
立
科
学
博
物
館

十
日
町
新
聞
社
市
内
本
町
二

塩
三
郎
＋
日
町
シ
ル
ク

田
村
政
治
市
内
諏
訪
町

十
日
町
駅

谷
内
昭
栄
市
内
上
新
田

生
越
好
雄
　
　
”
原

　
　
杉
貞
吉
”
下
条
本
町

　
　
泉
忠
孝
　
”
原

山
口
清
蔵
〃
稲
荷
町
一

樋
熊
ト
ィ
”
中
条
ド
町

市
内
八
幡

〃
　
稲
荷
町
四

〃
　
八
幡

〃
　
中
条
上
町

〃
　
梅
沢

〃
　
四
日
町
新
田

村
上
市
村
上

津
南
町
所
平

市
内
水
口

〃
　
六
箇

　
〃
　
吉
田

　
館
　
泉

　〃

　
駅
通
り

　
〃
高
田
町
三
の
南

鷲

　
暑
い
夏
も
よ
う
や
く
終
わ
り
ま
し

た
。
す
ご
し
や
す
い
秋
の
夜
長
を
読

書
で
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
で
も
、
本
も
ほ
か
の
も
の

と
同
じ
よ
う
に
結
構
お
高
く
な
り
ま

し
た
ね
。
そ
れ
に
お
金
を
出
し
て
買

わ
な
く
と
も
、
借
り
て
一
回
読
め
ば

よ
い
と
い
う
本
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
、
公
民
館
図
書
室
が

あ
な
た
の
お
役
に
立
て
そ
う
で
す
．

公
民
館
図
書
室
に
は
本
館
だ
け
で
約

二
万
五
千
冊
の
蔵
書
が
あ
り
、
昨
年

一
年
間
で
八
千
人
の
人
が
借
り
て
読

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
冊
数
は
こ
れ
ほ

ど
で
な
く
て
も
、
お
近
く
の
地
区
公

民
館
に
も
図
書
室
が
あ
り
、
貸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
一
度
登
録
す
れ
ば
簡

単
な
手
続
き
で
好
き
な
本
が
借
り
ら

れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
お
金
は
い
た
だ

き
ま
せ
ん
。
児
童
図
書
も
あ
り
ま
す

の
で
、
子
ど
も
さ
ん
も
お
い
で
く
だ

さ
い
。

日
の
秋
が
や
つ
て
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
図
書
室

　
ま
た
、
百
科
事
典
や
郷
土
資
料
の

類
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ち
ょ
　
と
し

た
調
べ
も
の
も
で
き
ま
す
．
美
術
全

集
や
陶
磁
全
集
な
ど
は
高
価
な
も
の

で
す
の
で
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が

貸
出
は
お
断
わ
り
し
て
い
ま
す
。
で

も
、
図
書
室
の
中
で
な
ら
、
こ
自
由
に

．
こ
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
秋
の
一
日

巨
匠
や
名
工
の
世
界
に
酔
っ
て
み
る

の
も
す
て
き
な
休
日
の
す
ご
し
方
で

は
あ
り
ま
せ
ん
カ
。

　
遠
か
っ
た
り
、
仕
事
の
都
合
な
ど

で
公
民
館
に
来
れ
な
い
人
の
と
こ
ろ

に
本
を
届
け
て
い
る
の
が
自
動
車
文

庫
こ
だ
ま
号
で
す
。
巡
回
を
始
め
て

五
年
目
－
年
々
、
多
く
の
方
々
に

利
用
さ
れ
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
人

気
者
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
だ
ま

号
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
は

　「顯縣

貸
出
文
庫
を
置
い
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
こ
利
用
く
だ
さ
し

　
読
み
た
い
本
が
書
架
に
な
い
時
に

は
リ
ク
エ
ス
ト
を
し
て
く
だ
さ
し

特
殊
な
本
以
外
は
で
き
る
だ
け
要
望

に
お
答
え
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
公
民
館
か
ら
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
公
民
館
の
図
書
費
は
残
念

な
が
ら
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限

ら
れ
た
予
算
で
購
入
し
た
本
を
有
効

に
使
う
た
め
に
、
本
の
回
転
を
早
く

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
二
週
間
の

期
限
つ
き
で
お
貸
し
す
る
の
で
す
が

そ
の
貸
出
期
限
は
絶
対
に
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
期
限
内
で
も
読
み
終
わ
っ

た
ら
す
ぐ
返
し
て
く
だ
さ
れ
ば
一
番

あ
り
が
た
い
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば

そ
の
返
し
た
本
を
す
ぐ
ほ
か
の
人
が

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ご
自
分

で
も
早
く
新
し
い
本
に
巡
ぐ
り
あ
う

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
よ
ろ
し

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
宅
に
眠
っ
て
い
る
本
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
公
民
館
に
ご

寄
贈
く
だ
さ
い
。
公
民
館
で
そ
の
本
、

は
も
う
一
度
、
い
や
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
よ
っ
て
何
度
で
も
生
き
て
働

い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
　
一
般
図
書
だ
け
で
な
く
、
同
人
誌
、

個
人
誌
な
ど
、
あ
る
い
は
団
体
や
町

内
の
会
報
な
ど
も
P
R
を
兼
ね
て
お

寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎十日町地区敬老会＊9月15日（会場／十日町市民体育館・9時30分～12時30分）
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（
×
）
市
職
員
を
募
集
（
×
×
×
）

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
①
上
級
（
一
般
事
務
男

子
）
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の
卒

業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を
含

む
）
で
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
男
子
②
中
級
（
土

木
男
子
）
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、

短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
の

土
木
科
等
、
土
木
専
門
課
程
の
卒
業

者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

で
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
男
子
　
③
初
級
（
一
般

事
務
男
子
及
び
女
子
）
学
校
教
育
法

に
よ
る
高
等
学
校
及
び
高
等
専
門
学

校
の
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込

者
を
含
む
）
で
、
昭
和
三
十
二
年
四

⑳かしこい消費者

く食ンノて

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

採
用
予
定
人
員
　
上
級
（
一
般
事
務

男
子
）
中
級
（
土
木
男
子
）
初
級
（
］

般
事
務
男
子
）
初
級
（
】
般
事
務
女

子
）
い
ず
れ
も
若
干
名

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
　
②
第
二
次
試
験
　
第
一
次
試

験
の
合
格
者
に
対
し
て
口
述
試
験
と

身
体
検
査
を
行
う
。

試
験
の
期
日
と
場
所
　
①
第
一
次
試

験
昭
和
五
十
三
年
十
月
七
日
出

②
第
二
次
試
験
　
昭
和
五
十
三
年
十

月
ト
旬
　
場
所
は
い
ず
れ
も
十
日
町

市
役
所
で
す
．

受
験
手
続
　
①
申
込
書
類
等
　
市
役

所
総
務
課
ま
た
は
十
日
町
公
共
職
業

安
定
所
に
、
つ
ぎ
の
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ω
採
用
試
験
申
込
書

。よいバ濃とは一　　　　　　1
塗曇繋1欝撮灘毫熱鞭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メたみやすく、味おちもしています。　　　　　　　　　　　　l

Oバンとご飯の栄養価一　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　たん白質のアミノ酸構成を調べてみると、バンの万が不可1
欠アミノ酸が墓準量より少ないのです。といっても、米飯も1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肇
十分とはいえません。　　　　　　　　　　　　　　　　　l
O強化米と強化バン　　．一　　　　　　　　　　　　　　　　1
　白米にビ9ミンBを加えた強化米は、20年も前から出まわ1
っています。バンの場合は学校給食が主ですが、ビ9ミンA1§
　　　　　つ　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　多
B－B2さらにカルンウムアミノ酸のリジンを添加しています。l

O飲み物や副食で栄養のバランスを…　　　　　　　　　　　1
　バンだけで食事をすませる人はいませんが、飲み物や副食1
の工夫がもっとほしいところです。バンはカロリー食品です1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　多
から・不足している栄養をバランスよくとる一とがたいせつ1
です。肉やチース、野菜を添えることを忘れずに…。

（
用
紙
は
総
務
課
で
）
　
回
明
年
．
．
．
月

卒
業
見
込
の
人
は
卒
業
見
込
証
明
書

＠
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
見
込

者
は
前
年
の
も
の
）
②
申
込
受
付
期

間
昭
和
五
十
三
年
九
月
十
一
．
．
日
～

九
月
二
十
六
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合

は
、
九
月
二
十
六
日
の
消
印
の
も
の

は
有
効
と
し
ま
す
）

そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務

課
（
8
七
±
一
二
二
内
線
二
』
ゴ
、
．

～
二
三
四
）
　
へ
。

雪
ま
つ
り
ア
イ
デ
ア
募
集
中

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、

来
年
で
三
十
回
を
迎
え
る
十
目
町
雪

ま
つ
り
の
た
め
、
あ
な
た
の
雪
ま
つ

り
に
対
す
る
．
こ
意
見
、
ア
イ
デ
ア
等

を
募
集
し
て
い
ま
す
．

　
あ
な
た
が
雪
ま
つ
り
に
参
加
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
行
事
が
あ
っ

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
．
現
在
行
わ

れ
て
い
る
行
事
に
つ
い
て
の
ご
意
見

で
も
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
で
も
結
構

で
す
．
素
直
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
〆
切
り
は
九
月
十
五
日
で

す
．
詳
細
は
八
月
二
十
五
日
の
市
報

一献血車日程
と　き　9月18日（月）

　　　《午前10時～午後3時》

ところ　吉沢織物（株）昭和町工場

■血液生化学検査の結果について
　　　　　　　　　　　　　　グ
　4月～7月の献血分までが保健課に届

いています．希望者は献血手帳を持参し

て保健課までおいでください。

一明日といわず今献血しましょう一

お
知
ら
せ
版
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
市
商
工
課
（
B

七
±
一
二
一
一
内
線
二
四
三
）
へ

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
小
杉
雅
晴
（
中
村
）
五
万
円
（
香

典
返
し
）
　
▼
根
津
英
作
（
川
原
町
）

三
万
円
（
香
典
返
し
）
　
▼
曾
根
ヵ

ノ
（
田
川
町
三
）
一
万
円
　
▼
内
藤

直
義
（
控
木
）
千
円

　　饗講

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
九
月
十
九
日
㈹
　
午
前
九
時
～

　
議
会
事
務
局
は
、
文
字
ど
お
り
、

議
会
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
務
を
行

う
と
こ
ろ
で
、
事
務
室
は
四
階
南
側

に
あ
り
ま
す
。

　
現
在
職
員
数
は
六
名
で
す
。

　
議
会
は
定
例
会
と
臨
時
会
と
が
あ

り
、
定
例
会
は
年
四
回
（
三
月
、
六

月
、
九
月
、
十
二
月
）
開
く
こ
と
に

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
臨

時
会
は
必
要
な
と
き
に
市
長
が
招
集

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
に
は
本
会
議
の
ほ
か
に
、
常

任
委
員
会
と
特
別
委
員
会
が
置
か
れ

て
い
ま
す
．
常
任
委
員
会
に
は
総
務

＞

正
午
ま
で
　
城
之
古
の
一
部
　
▼
九

月
十
九
日
図
午
後
一
時
二
十
分
～

午
後
四
時
五
十
分
ま
で
　
土
市
の
一

部
、
新
宮
、
天
池
、
細
尾
、
池
之
尻
、

漆
島
　
▼
九
月
二
十
一
日
困
　
午
前

九
時
～
正
午
ま
で
　
伊
達
の
一
部

　
▼
九
月
二
十
六
日
㈹
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
ま
で
　
為
永
の
一
部
、

㌔
／
／
／諭
認
4徳

文
教
、
建
設
企
業
、
社
会
経
済
の
．
．
一

委
員
会
が
あ
り
、
議
員
は
・
て
の
い
ず

れ
か
の
委
員
会
に
属
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
特
別
委
員
会
は
現
在
、
苗
場

山
ろ
く
開
発
事
業
、
下
水
道
建
設
、

豪
雪
対
策
の
三
つ
の
特
別
委
員
会
が

置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
審

議
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
事
務
局
は
こ
れ
ら
の
会
議
の
た
め

の
準
備
、
記
録
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

市
民
の
方
々
か
ら
出
さ
れ
る
請
願
、

陳
情
の
整
理
や
、
豪
雪
対
策
を
は
じ

め
、
市
の
重
要
問
題
解
決
の
た
め
の

中
央
陳
情
や
、
議
会
活
動
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
度
議
会
の
傍
聴
な
ど
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
（
議
会
事
務
局
長
近
藤
）

　　　　》）5多

＼￥ゆ構冗怠
　　y、》破瀟

緬羨ミ輪
鰍．難
謡忽鱗諒、，

　　　2　rヂ脹ピ

滋1漁
輝
、 ㊥
　クヤ4　舅〆
麟灘纂

饗
、
軽

・
或
膨
、

募｛ぐ

倫

・
〉
、
ミ
＆

餅
渉更
，

渇篠
’
蕨
　
7

泌

・

や
バ

粧氣
鋭

山
根
、
仙
之
山
、
塩
野
、
願
入
、
漉

野
、
平
、
二
子
　
▼
九
月
二
十
七
日

困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
本
町

西
一
丁
目
の
一
部
、
本
町
一
丁
目
上

の
一
部
、
袋
町
東
・
中
・
西
の
各
一

部
、
寿
町
四
丁
目
の
一
部
、
昭
和
町

一
丁
目
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
』

惨
葎
2
　
齢

◎
市
民
を
あ
げ
て
の
体
育
大
会
、
盛

り
あ
が
り
ま
し
た
。
四
年
に
一
度
で

は
、
も
の
足
り
な
い
と
い
う
声
と
、

四
年
に
一
度
で
も
大
変
だ
と
い
う
声

を
聞
き
ま
し
た
。

◎
十
托
日
は
敬
老
の
日
’
．
・
す
。
．
取
材

で
明
治
青
年
に
お
会
い
し
ま
し
た
．

元
気
で
責
任
を
持
っ
て
働
い
て
お
ら

れ
る
方
は
イ
キ
イ
キ
し
て
い
ま
し
た
。

◎
読
書
の
秋
イ
．
、
す
．
公
民
館
の
図
書

を
二
利
用
く
だ
さ
い
。

2H．44k㎡（8月1日現在）l　I，949／面積50，188人（男24，576・女25，612人）／世帯数■市勢／人口

　　　ノ
置
§

じめずな

3No．
鼎
巡丈

◆
一

一
つ
以
上
の
科
目
で

　
　
　
　
受
診
さ
れ
る
場
合

　
医
学
が
進
ん
で
医
療
も
細
か
く
分

け
ら
れ
、
専
門
化
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
専
門
の
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
患
者
さ
ん
の
ほ
う
で
一

方
的
に
同
時
に
受
診
す
る
こ
と
は
考

え
も
の
で
す
．
中
に
は
、
】
日
に
』

ヵ
所
く
ら
い
の
医
院
に
通
院
し
て
い

る
方
も
見
受
け
ま
す
．

　
時
々
患
者
さ
ん
か
ら
「
今
日
O
科

の
診
療
を
受
け
、
こ
れ
だ
け
の
薬
を

も
ら
い
ま
し
た
が
、
両
方
の
薬
を
一

度
に
飲
ん
で
も
い
い
で
す
か
」
と
い

う
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
「
か
ぜ
」
で
熱
の
高
い
患
者

さ
ん
に
注
射
を
し
よ
う
と
す
る
と
、

す
で
に
注
射
の
あ
と
が
あ
り
、
た
ず
ね

る
と
「
腰
が
痛
く
て
今
こ
こ
に
来
る

前
に
O
科
で
注
射
を
し
て
き
ま
し
た
」

と
い
う
話
で
す
。
治
療
前
に
気
が
つ

け
ば
ま
だ
方
策
も
あ
り
ま
す
が
、
知

ら
ぬ
顔
で
両
方
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人
も
中
に
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
た
い
へ
ん
危
険
な
こ
と

で
す
。

　
こ
ん
な
場
合
の
医
師
の
か
か
り
方

を
考
え
ま
し
ょ
う
．

①
ま
ず
医
師
に
相
談
な
し
で
二
科
以

上
の
診
察
を
受
け
な
い
こ
と
で
す
。

主
と
な
る
病
気
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
と
き
は
そ
の
主
治
医
に
よ
く
相
談

し
ま
し
よ
・
つ
。

　
時
に
具
合
悪
く
、
急
に
他
科
の
受

診
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し

よ
う
が
、
そ
ん
な
と
き
に
は
医
師
の

診
療
前
に
よ
く
話
す
こ
と
で
す
。

②
一
つ
の
病
気
が
あ
ま
り
重
く
な
く

て
治
療
を
中
断
で
き
る
場
合
は
、
よ

く
相
談
し
て
一
方
の
治
療
を
休
む
こ

と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

③
場
合
に
よ
っ
て
は
、
投
薬
、
注
射

な
ど
の
治
療
を
一
方
の
医
師
に
お
願

い
し
て
、
他
方
の
医
師
の
指
示
、
意

見
を
あ
わ
せ
て
治
療
し
て
も
ら
う
の

◎
～皿巧

日日∂
為の

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

④
い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
つ
の
医
療

機
関
で
治
療
す
る
と
き
は
、
双
方
の

連
絡
の
十
分
と
れ
る
関
係
が
望
ま
し

い
も
の
で
す
。

　
無
断
で
二
ヵ
所
以
上
に
受
診
し
て

許
容
量
（
薬
の
制
限
い
っ
ぱ
い
の
量
）

を
超
え
る
薬
を
飲
ん
だ
り
、
時
に
一

方
の
治
療
上
不
適
当
と
思
わ
れ
る
治

療
を
他
方
で
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

も
、
そ
の
責
任
は
患
者
さ
ん
自
身
に

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

蜜
四
’

威
〃

（¢配

こ
ん
な
と
き
に
は
…

◆
胸
の
い
た
む
と
き
に
は

　
打
撲
ま
た
は
骨
折
の
と
き
は
原

因
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
原
因
の
は
っ
き
り
し
な
い

胸
痛
に
は
軽
い
肋
間
神
経
痛
か
ら

肺
炎
、
肋
膜
炎
、
心
臓
病
の
重
症

な
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
胸
痛
が
あ
る
時
は
、
ま
ず
熱
を

計
っ
て
く
だ
さ
い
。
高
熱
を
と
も

な
う
胸
痛
か
、
平
熱
ま
た
は
微
熱

の
あ
る
疹
痛
か
、
と
い
う
こ
と
も

た
い
へ
ん
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
胸
の
い
た
み
か
ら
、
続
い
て
胸

苦
し
い
と
い
う
症
状
が
出
て
く
る

と
き
は
、
心
臓
の
発
作
を
疑
っ
て

く
だ
さ
い
。
顔
が
あ
お
く
な
り
、

ひ
た
い
に
冷
や
汗
を
か
き
、
ひ
ど

い
息
切
れ
や
脈
の
乱
れ
が
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
緊
急
を
要
し
ま
す
。
直

ち
に
医
師
、
ま
た
は
救
急
車
の
手

配
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
咳
が
と
ま
ら
な
い
と
き
に
は

　
咳
は
、
呼
吸
系
と
心
臓
血
管
系

の
病
気
で
で
て
く
る
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。

　
ま
ず
、
咳
の
特
徴
を
つ
か
ん
で

く
だ
さ
い
。
た
と
え
ば
、
咳
の
回

数
と
強
弱
、
昼
多
い
か
、
夜
多
い

か
、
疲
を
と
も
な
う
し
め
っ
た
咳

か
、
疲
の
な
い
乾
い
た
咳
か
。
別

の
原
因
、
た
と
え
ば
体
位
、
運
動

に
よ
り
疲
が
多
く
な
る
か
、
疲
の

量
の
多
少
、
色
、
性
質
を
よ
く
み

て
く
だ
さ
い
。

　
ぜ
ん
そ
く
患
者
は
日
本
で
は
百

万
人
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
診
察
を
受
け
る
と
き
に
、
職

業
、
体
質
な
ど
も
く
わ
し
く
医
師

に
話
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

職
場
の
健
康
診
断
や
十
日
町
市
が

行
う
住
民
倹
診
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
は
す
す
ん
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
肩
・
手
足
の
い
た
む
と
き
に
は

　
四
十
～
五
十
歳
に
な
る
と
、
肩

が
痛
く
て
高
い
と
こ
ろ
へ
手
が
と

ど
か
な
か
っ
た
り
し
て
、
肩
の
運

動
制
限
に
き
づ
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
関
節
の
弾
性
が
な
く
な

り
、
血
の
め
ぐ
り
が
わ
る
く
な
る

の
で
肩
が
こ
わ
ば
り
、
関
節
が
動

か
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
す
。
む

り
し
て
動
か
す
と
い
た
い
、
か
ば

う
ー
こ
わ
ば
る
1
動
か
な
い
と
い

っ
た
よ
う
な
症
状
を
く
り
か
え
し
、

だ
ん
だ
ん
肩
の
動
き
が
制
限
さ
れ

て
く
る
の
で
す
。
い
わ
ば
関
節
の

老
化
現
象
な
の
で
す
。

　
手
足
の
い
た
む
病
気
も
同
様
に

骨
の
老
化
現
象
か
ら
く
る
場
合
が

多
い
の
で
す
が
、
同
じ
よ
う
な
症

状
で
も
ビ
タ
ミ
ン
政
欠
乏
症
（
脚

気
）
、
糖
尿
病
、
痛
風
、
白
血
病
、

リ
ウ
マ
チ
熱
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
ス

な
ど
の
全
身
疾
患
に
と
も
な
っ
て

出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
手
足
の
痛
み
ば
か
り
で
な
く
、

医
師
に
全
身
の
症
状
を
よ
く
話
し

て
、
手
足
の
い
た
み
と
の
関
係
も

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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（
×
）
市
職
員
を
募
集
（
×
×
×
）

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
①
上
級
（
一
般
事
務
男

子
）
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の
卒

業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を
含

む
）
で
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
男
子
②
中
級
（
土

木
男
子
）
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、

短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
の

土
木
科
等
、
土
木
専
門
課
程
の
卒
業

者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

で
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
男
子
　
③
初
級
（
一
般

事
務
男
子
及
び
女
子
）
学
校
教
育
法

に
よ
る
高
等
学
校
及
び
高
等
専
門
学

校
の
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込

者
を
含
む
）
で
、
昭
和
三
十
二
年
四

⑳かしこい消費者

く食ンノて

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

採
用
予
定
人
員
　
上
級
（
一
般
事
務

男
子
）
中
級
（
土
木
男
子
）
初
級
（
］

般
事
務
男
子
）
初
級
（
】
般
事
務
女

子
）
い
ず
れ
も
若
干
名

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
　
②
第
二
次
試
験
　
第
一
次
試

験
の
合
格
者
に
対
し
て
口
述
試
験
と

身
体
検
査
を
行
う
。

試
験
の
期
日
と
場
所
　
①
第
一
次
試

験
昭
和
五
十
三
年
十
月
七
日
出

②
第
二
次
試
験
　
昭
和
五
十
三
年
十

月
ト
旬
　
場
所
は
い
ず
れ
も
十
日
町

市
役
所
で
す
．

受
験
手
続
　
①
申
込
書
類
等
　
市
役

所
総
務
課
ま
た
は
十
日
町
公
共
職
業

安
定
所
に
、
つ
ぎ
の
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ω
採
用
試
験
申
込
書

。よいバ濃とは一　　　　　　1
塗曇繋1欝撮灘毫熱鞭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メたみやすく、味おちもしています。　　　　　　　　　　　　l

Oバンとご飯の栄養価一　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　たん白質のアミノ酸構成を調べてみると、バンの万が不可1
欠アミノ酸が墓準量より少ないのです。といっても、米飯も1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肇
十分とはいえません。　　　　　　　　　　　　　　　　　l
O強化米と強化バン　　．一　　　　　　　　　　　　　　　　1
　白米にビ9ミンBを加えた強化米は、20年も前から出まわ1
っています。バンの場合は学校給食が主ですが、ビ9ミンA1§
　　　　　つ　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　多
B－B2さらにカルンウムアミノ酸のリジンを添加しています。l

O飲み物や副食で栄養のバランスを…　　　　　　　　　　　1
　バンだけで食事をすませる人はいませんが、飲み物や副食1
の工夫がもっとほしいところです。バンはカロリー食品です1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　多
から・不足している栄養をバランスよくとる一とがたいせつ1
です。肉やチース、野菜を添えることを忘れずに…。

（
用
紙
は
総
務
課
で
）
　
回
明
年
．
．
．
月

卒
業
見
込
の
人
は
卒
業
見
込
証
明
書

＠
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
見
込

者
は
前
年
の
も
の
）
②
申
込
受
付
期

間
昭
和
五
十
三
年
九
月
十
一
．
．
日
～

九
月
二
十
六
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合

は
、
九
月
二
十
六
日
の
消
印
の
も
の

は
有
効
と
し
ま
す
）

そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務

課
（
8
七
±
一
二
二
内
線
二
』
ゴ
、
．

～
二
三
四
）
　
へ
。

雪
ま
つ
り
ア
イ
デ
ア
募
集
中

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、

来
年
で
三
十
回
を
迎
え
る
十
目
町
雪

ま
つ
り
の
た
め
、
あ
な
た
の
雪
ま
つ

り
に
対
す
る
．
こ
意
見
、
ア
イ
デ
ア
等

を
募
集
し
て
い
ま
す
．

　
あ
な
た
が
雪
ま
つ
り
に
参
加
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
行
事
が
あ
っ

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
．
現
在
行
わ

れ
て
い
る
行
事
に
つ
い
て
の
ご
意
見

で
も
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
で
も
結
構

で
す
．
素
直
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
〆
切
り
は
九
月
十
五
日
で

す
．
詳
細
は
八
月
二
十
五
日
の
市
報

一献血車日程
と　き　9月18日（月）

　　　《午前10時～午後3時》

ところ　吉沢織物（株）昭和町工場

■血液生化学検査の結果について
　　　　　　　　　　　　　　グ
　4月～7月の献血分までが保健課に届

いています．希望者は献血手帳を持参し

て保健課までおいでください。

一明日といわず今献血しましょう一

お
知
ら
せ
版
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
市
商
工
課
（
B

七
±
一
二
一
一
内
線
二
四
三
）
へ

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
小
杉
雅
晴
（
中
村
）
五
万
円
（
香

典
返
し
）
　
▼
根
津
英
作
（
川
原
町
）

三
万
円
（
香
典
返
し
）
　
▼
曾
根
ヵ

ノ
（
田
川
町
三
）
一
万
円
　
▼
内
藤

直
義
（
控
木
）
千
円

　　饗講

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
九
月
十
九
日
㈹
　
午
前
九
時
～

　
議
会
事
務
局
は
、
文
字
ど
お
り
、

議
会
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
務
を
行

う
と
こ
ろ
で
、
事
務
室
は
四
階
南
側

に
あ
り
ま
す
。

　
現
在
職
員
数
は
六
名
で
す
。

　
議
会
は
定
例
会
と
臨
時
会
と
が
あ

り
、
定
例
会
は
年
四
回
（
三
月
、
六

月
、
九
月
、
十
二
月
）
開
く
こ
と
に

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
臨

時
会
は
必
要
な
と
き
に
市
長
が
招
集

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
に
は
本
会
議
の
ほ
か
に
、
常

任
委
員
会
と
特
別
委
員
会
が
置
か
れ

て
い
ま
す
．
常
任
委
員
会
に
は
総
務

＞

正
午
ま
で
　
城
之
古
の
一
部
　
▼
九

月
十
九
日
図
午
後
一
時
二
十
分
～

午
後
四
時
五
十
分
ま
で
　
土
市
の
一

部
、
新
宮
、
天
池
、
細
尾
、
池
之
尻
、

漆
島
　
▼
九
月
二
十
一
日
困
　
午
前

九
時
～
正
午
ま
で
　
伊
達
の
一
部

　
▼
九
月
二
十
六
日
㈹
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
ま
で
　
為
永
の
一
部
、

㌔
／
／
／諭
認
4徳

文
教
、
建
設
企
業
、
社
会
経
済
の
．
．
一

委
員
会
が
あ
り
、
議
員
は
・
て
の
い
ず

れ
か
の
委
員
会
に
属
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
特
別
委
員
会
は
現
在
、
苗
場

山
ろ
く
開
発
事
業
、
下
水
道
建
設
、

豪
雪
対
策
の
三
つ
の
特
別
委
員
会
が

置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
審

議
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
事
務
局
は
こ
れ
ら
の
会
議
の
た
め

の
準
備
、
記
録
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

市
民
の
方
々
か
ら
出
さ
れ
る
請
願
、

陳
情
の
整
理
や
、
豪
雪
対
策
を
は
じ

め
、
市
の
重
要
問
題
解
決
の
た
め
の

中
央
陳
情
や
、
議
会
活
動
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
度
議
会
の
傍
聴
な
ど
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
（
議
会
事
務
局
長
近
藤
）

　　　　》）5多

＼￥ゆ構冗怠
　　y、》破瀟

緬羨ミ輪
鰍．難
謡忽鱗諒、，

　　　2　rヂ脹ピ

滋1漁
輝
、 ㊥
　クヤ4　舅〆
麟灘纂

饗
、
軽

・
或
膨
、

募｛ぐ

倫

・
〉
、
ミ
＆

餅
渉更
，

渇篠
’
蕨
　
7

泌

・

や
バ

粧氣
鋭

山
根
、
仙
之
山
、
塩
野
、
願
入
、
漉

野
、
平
、
二
子
　
▼
九
月
二
十
七
日

困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
本
町

西
一
丁
目
の
一
部
、
本
町
一
丁
目
上

の
一
部
、
袋
町
東
・
中
・
西
の
各
一

部
、
寿
町
四
丁
目
の
一
部
、
昭
和
町

一
丁
目
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
』

惨
葎
2
　
齢

◎
市
民
を
あ
げ
て
の
体
育
大
会
、
盛

り
あ
が
り
ま
し
た
。
四
年
に
一
度
で

は
、
も
の
足
り
な
い
と
い
う
声
と
、

四
年
に
一
度
で
も
大
変
だ
と
い
う
声

を
聞
き
ま
し
た
。

◎
十
托
日
は
敬
老
の
日
’
．
・
す
。
．
取
材

で
明
治
青
年
に
お
会
い
し
ま
し
た
．

元
気
で
責
任
を
持
っ
て
働
い
て
お
ら

れ
る
方
は
イ
キ
イ
キ
し
て
い
ま
し
た
。

◎
読
書
の
秋
イ
．
、
す
．
公
民
館
の
図
書

を
二
利
用
く
だ
さ
い
。

2H．44k㎡（8月1日現在）l　I，949／面積50，188人（男24，576・女25，612人）／世帯数■市勢／人口

　　　ノ
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§
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◆
一

一
つ
以
上
の
科
目
で

　
　
　
　
受
診
さ
れ
る
場
合

　
医
学
が
進
ん
で
医
療
も
細
か
く
分

け
ら
れ
、
専
門
化
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
専
門
の
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
患
者
さ
ん
の
ほ
う
で
一

方
的
に
同
時
に
受
診
す
る
こ
と
は
考

え
も
の
で
す
．
中
に
は
、
】
日
に
』

ヵ
所
く
ら
い
の
医
院
に
通
院
し
て
い

る
方
も
見
受
け
ま
す
．

　
時
々
患
者
さ
ん
か
ら
「
今
日
O
科

の
診
療
を
受
け
、
こ
れ
だ
け
の
薬
を

も
ら
い
ま
し
た
が
、
両
方
の
薬
を
一

度
に
飲
ん
で
も
い
い
で
す
か
」
と
い

う
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
「
か
ぜ
」
で
熱
の
高
い
患
者

さ
ん
に
注
射
を
し
よ
う
と
す
る
と
、

す
で
に
注
射
の
あ
と
が
あ
り
、
た
ず
ね

る
と
「
腰
が
痛
く
て
今
こ
こ
に
来
る

前
に
O
科
で
注
射
を
し
て
き
ま
し
た
」

と
い
う
話
で
す
。
治
療
前
に
気
が
つ

け
ば
ま
だ
方
策
も
あ
り
ま
す
が
、
知

ら
ぬ
顔
で
両
方
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人
も
中
に
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
た
い
へ
ん
危
険
な
こ
と

で
す
。

　
こ
ん
な
場
合
の
医
師
の
か
か
り
方

を
考
え
ま
し
ょ
う
．

①
ま
ず
医
師
に
相
談
な
し
で
二
科
以

上
の
診
察
を
受
け
な
い
こ
と
で
す
。

主
と
な
る
病
気
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
と
き
は
そ
の
主
治
医
に
よ
く
相
談

し
ま
し
よ
・
つ
。

　
時
に
具
合
悪
く
、
急
に
他
科
の
受

診
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し

よ
う
が
、
そ
ん
な
と
き
に
は
医
師
の

診
療
前
に
よ
く
話
す
こ
と
で
す
。

②
一
つ
の
病
気
が
あ
ま
り
重
く
な
く

て
治
療
を
中
断
で
き
る
場
合
は
、
よ

く
相
談
し
て
一
方
の
治
療
を
休
む
こ

と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

③
場
合
に
よ
っ
て
は
、
投
薬
、
注
射

な
ど
の
治
療
を
一
方
の
医
師
に
お
願

い
し
て
、
他
方
の
医
師
の
指
示
、
意

見
を
あ
わ
せ
て
治
療
し
て
も
ら
う
の

◎
～皿巧

日日∂
為の

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

④
い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
つ
の
医
療

機
関
で
治
療
す
る
と
き
は
、
双
方
の

連
絡
の
十
分
と
れ
る
関
係
が
望
ま
し

い
も
の
で
す
。

　
無
断
で
二
ヵ
所
以
上
に
受
診
し
て

許
容
量
（
薬
の
制
限
い
っ
ぱ
い
の
量
）

を
超
え
る
薬
を
飲
ん
だ
り
、
時
に
一

方
の
治
療
上
不
適
当
と
思
わ
れ
る
治

療
を
他
方
で
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

も
、
そ
の
責
任
は
患
者
さ
ん
自
身
に

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

蜜
四
’

威
〃

（¢配

こ
ん
な
と
き
に
は
…

◆
胸
の
い
た
む
と
き
に
は

　
打
撲
ま
た
は
骨
折
の
と
き
は
原

因
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
原
因
の
は
っ
き
り
し
な
い

胸
痛
に
は
軽
い
肋
間
神
経
痛
か
ら

肺
炎
、
肋
膜
炎
、
心
臓
病
の
重
症

な
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
胸
痛
が
あ
る
時
は
、
ま
ず
熱
を

計
っ
て
く
だ
さ
い
。
高
熱
を
と
も

な
う
胸
痛
か
、
平
熱
ま
た
は
微
熱

の
あ
る
疹
痛
か
、
と
い
う
こ
と
も

た
い
へ
ん
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
胸
の
い
た
み
か
ら
、
続
い
て
胸

苦
し
い
と
い
う
症
状
が
出
て
く
る

と
き
は
、
心
臓
の
発
作
を
疑
っ
て

く
だ
さ
い
。
顔
が
あ
お
く
な
り
、

ひ
た
い
に
冷
や
汗
を
か
き
、
ひ
ど

い
息
切
れ
や
脈
の
乱
れ
が
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
緊
急
を
要
し
ま
す
。
直

ち
に
医
師
、
ま
た
は
救
急
車
の
手

配
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
咳
が
と
ま
ら
な
い
と
き
に
は

　
咳
は
、
呼
吸
系
と
心
臓
血
管
系

の
病
気
で
で
て
く
る
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。

　
ま
ず
、
咳
の
特
徴
を
つ
か
ん
で

く
だ
さ
い
。
た
と
え
ば
、
咳
の
回

数
と
強
弱
、
昼
多
い
か
、
夜
多
い

か
、
疲
を
と
も
な
う
し
め
っ
た
咳

か
、
疲
の
な
い
乾
い
た
咳
か
。
別

の
原
因
、
た
と
え
ば
体
位
、
運
動

に
よ
り
疲
が
多
く
な
る
か
、
疲
の

量
の
多
少
、
色
、
性
質
を
よ
く
み

て
く
だ
さ
い
。

　
ぜ
ん
そ
く
患
者
は
日
本
で
は
百

万
人
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
診
察
を
受
け
る
と
き
に
、
職

業
、
体
質
な
ど
も
く
わ
し
く
医
師

に
話
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

職
場
の
健
康
診
断
や
十
日
町
市
が

行
う
住
民
倹
診
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
は
す
す
ん
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
肩
・
手
足
の
い
た
む
と
き
に
は

　
四
十
～
五
十
歳
に
な
る
と
、
肩

が
痛
く
て
高
い
と
こ
ろ
へ
手
が
と

ど
か
な
か
っ
た
り
し
て
、
肩
の
運

動
制
限
に
き
づ
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
関
節
の
弾
性
が
な
く
な

り
、
血
の
め
ぐ
り
が
わ
る
く
な
る

の
で
肩
が
こ
わ
ば
り
、
関
節
が
動

か
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
す
。
む

り
し
て
動
か
す
と
い
た
い
、
か
ば

う
ー
こ
わ
ば
る
1
動
か
な
い
と
い

っ
た
よ
う
な
症
状
を
く
り
か
え
し
、

だ
ん
だ
ん
肩
の
動
き
が
制
限
さ
れ

て
く
る
の
で
す
。
い
わ
ば
関
節
の

老
化
現
象
な
の
で
す
。

　
手
足
の
い
た
む
病
気
も
同
様
に

骨
の
老
化
現
象
か
ら
く
る
場
合
が

多
い
の
で
す
が
、
同
じ
よ
う
な
症

状
で
も
ビ
タ
ミ
ン
政
欠
乏
症
（
脚

気
）
、
糖
尿
病
、
痛
風
、
白
血
病
、

リ
ウ
マ
チ
熱
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
ス

な
ど
の
全
身
疾
患
に
と
も
な
っ
て

出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
手
足
の
痛
み
ば
か
り
で
な
く
、

医
師
に
全
身
の
症
状
を
よ
く
話
し

て
、
手
足
の
い
た
み
と
の
関
係
も

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



ー
O
農

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り

　
　
　
こ
こ
十
年
間
の
調
査
を
み
て
み
ま
す
と
、
脳
卒
中
や
心
臓

　
　
病
な
ど
循
環
器
系
疾
患
が
ふ
え
続
け
、
有
病
率
を
み
る
と
、

　
　
昭
和
四
十
年
に
比
べ
て
倍
増
の
い
き
お
い
で
す
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
は
、
食
生
活
と
深
い
関
係

　
　
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
一
日
三
度
の
食
事
か
ら
ー
ー
と
い
き

　
　
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
ご
ち
そ
う
の
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
、
運
動
不
足
な
ど
が

　
　
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。
　
“
う
っ
か

　
　
か
り
生
活
、
病
気
で
ガ
ッ
ク
リ
”
し
な
い
よ
う
ご
注
意
を
。

　
　
　
こ
の
機
会
に
、
高
血
圧
と
動
脈
硬
化
の
予
防
、
及
び
こ
れ

　
　
ら
の
”
元
凶
”
と
も
い
う
べ
き
肥
満
防
止
の
た
め
の
食
生
活

　
　
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
量
以
上
に
ふ
え
る
と
、
長
い
問
に

◆
動
脈
硬
化
の
進
行
を
は
ば
む
　
　
血
管
に
た
ま
り
、
動
脈
を
硬
化
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
は
L
く
知
ら
れ
て
い
表
す
。

　
動
脈
硬
化
は
、
老
化
の
　
、
の
あ

ら
わ
れ
で
す
。
動
脈
硬
化
の
速
度
を

お
く
ら
せ
た
り
、
進
行
を
阻
む
た
め

に
は
、
栄
養
、
運
動
、
休
養
の
調
和

を
と
っ
て
若
さ
を
保
つ
生
活
を
心
が

ナ
ま
し
仁
う
。

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
・
！
ル
が
一

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
ほ
と
ん
ど
は
体

内
で
作
ら
れ
主
す
か
、
食
品
に
含
圭

れ
て
体
内
に
人
る
分
も
少
な
く
あ
り

主
せ
ん
、

　
ま
た
、
肉
、
卵
、
チ
ー
ズ
な
ど
に

含
ま
れ
る
動
物
性
脂
肪
は
、
体
内
で

コ
レ
ス
テ
・
ー
ル
を
ふ
や
す
作
用
を

し
ま
す
。

ふとり過ぎと
成人病の関係

糖
尿
病

高

血

圧

脳
卒
中

心
臓
疾
患

●墨1

唐
む
ハ

　
　
　
r
／

　
　
　
　
ぐ

　
　
　
泉

●
食
事
の
と
り
方

動
脈
硬
化

腎
臓
障
害

疎

　※高血圧を予防するi※

　高血圧グ）原因は、塩辛い食べ物なと日常

び）食生活が大きく影響します，

　高血圧を防ぐ食事び）ポイントをいく一）か

あげてみると

〉…度に大食すると、急に代謝が高ま一・て

血液び）量がふえ、血圧もあがります。

〉食塩中のナトリウムは血圧を上ける作用

があるび）で、うす味になれること。塩分び）

多いインスダント食品などは、なるべく減
らす。

〉肥満は血圧を高めるのて、摂取エネルギ

ーを制限する。

〉野菜、くだものなどに多く含まれるカリ

ウムは、食塩中び）ナトリウムを誘’・て体外

へ排せ／）する作用があるび）で、血圧低ドに

効果がある。

1》植物性油を豊富にとり、酒はなるべく減

らし、たばこはやめるのがLい。

■食塩の制限

　食塩制限は、高血圧び）予防と治療σ）最大

の柱です。

　ふ一）うび）食事び）場合び）食塩摂取量は、1

日に10～15グラム程度です．これに対し高

血圧症の方は、約10ゲラム、できれば7～

8グラムに制限します。こび）7～8グラム
というのは、味覚には感じられないが自然

の食品にすでに含まれている食塩量約1～
1．5グラムを含む量です。ですから、調味

料として使える食塩分はみそやしょケゆな

ども含めて6グラム前後ということになり
ます。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
動
物
の
肝
臓

を
は
じ
め
、
内
臓
、
卵
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
、
丸
こ
と
食
べ
る
小
魚

や
貝
類
、
卵
、
た
ら
こ
、
す
じ
こ
な

と
は
注
意
し
た
ほ
う
か
よ
い
で
し
ょ

う
　
こ
の
ほ
か
、
い
か
、
た
こ
、
え

び
な
ど
も
含
有
量
が
多
く
、
ま
た
、

卵
を
多
用
す
る
カ
ス
テ
ラ
な
ど
の
ケ

ー
キ
類
も
盲
点
で
す
、
食
べ
す
ぎ
な

、
柔
う
こ

●
砂
糖
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　
砂
糖
は
、
成
分
の
L
で
は
糖
質
で

す
が
、
余
分
に
と
り
す
ぎ
る
と
、
脂

肪
（
中
性
脂
肪
）
に
変
わ
り
実
す
、

　
こ
の
中
性
脂
肪
は
皮
ド
、
肝
臓
、

動
脈
に
た
ま
り
や
す
く
、
動
脈
硬
化

の
も
と
に
な
る
も
の
て
す
。
こ
れ
は
、

く
だ
も
の
中
の
糖
分
も
同
じ
で
す
か

ら
、
甘
味
の
強
い
く
だ
も
の
は
制
限

し
て
く
た
さ
い
．

●
避
け
た
い
動
物
性
脂
肪

　
肉
や
魚
な
ど
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
そ
の
も
の
の
含
有
量
は
少
な
い
の

で
す
が
、
そ
の
あ
ぶ
ら
身
が
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
ふ
や
す
の
で
問
題
’
．
、

す
．
肉
の
あ
ぶ
ら
身
、
コ
ン
ビ
ー
フ
、

べ
ー
コ
ン
、
卵
黄
、
生
ク
リ
ー
ム
、
ま

く
ろ
の
ト
・
な
と
は
避
け
ま
し
よ
う
。

●
植
物
性
油
の
す
す
め

　
同
じ
脂
肪
で
も
、
植
物
性
脂
肪
の

ほ
う
は
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
・
ー
ル

を
減
ら
す
働
き
を
し
、
動
脈
硬
化
に

対
し
て
よ
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。
肥

満
治
療
の
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
限
食

を
指
示
さ
れ
て
い
る
人
の
ほ
か
は
、

植
物
性
油
を
も
っ
と
料
理
に
使
う
よ

う
二
し
ま
し
虹
う
、

◆
肥
満
防
止

　
ふ
と
り
過
ぎ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
病

気
を
招
き
ま
す
、
と
く
に
高
血
圧
、

動
脈
硬
化
、
こ
れ
ら
が
原
因
と
な
る

脳
卒
中
、
心
臓
や
腎
臓
の
疾
患
、
さ

ら
に
糖
尿
病
な
ど
の
成
入
病
と
肥
満

と
の
間
に
は
密
接
な
関
連
が
あ
り
ま

す
．
、●
ふ
と
る
し
く
み

　
食
生
活
の
う
え
で
．
食
べ
す
ぎ
”

と
い
う
こ
と
は
、
単
に
量
を
多
く
食

べ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
消
費

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
上
に
飲
み
、
か

つ
食
べ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
同
じ
も
の
を
食
べ
て
も
、
A
さ
ん

に
は
食
べ
す
ぎ
と
な
り
、
B
さ
ん
に

と
つ
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
と
な
る

こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
．
要
は
摂
取

量
（
食
事
）
と
消
費
量
（
運
動
・
労

働
）
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
で
す
．
余

分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
体
内
で
脂
肪

に
変
え
ら
れ
、
皮
ト
に
蓄
積
さ
れ
て

ふ
と
っ
て
い
き
ま
す
、

●
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

　
「
減
食
」
を
原
則
と
し
ま
す
が
、

む
や
み
に
食
事
の
量
を
減
ら
せ
ば
よ

い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
を
保
ち
、
体
力
を
低
ド
さ
せ
ず

に
減
ら
す
に
は
、
順
序
と
い
う
も
の

か
あ
り
ま
す
。

　
第
一
に
、
体
内
で
脂
肪
に
変
え
ら

れ
て
蓄
積
さ
れ
や
す
い
糖
質
、
つ
ま

り
米
、
パ
ン
、
め
ん
類
、
甘
い
も
の
、

酒
類
な
ど
を
減
ら
す
こ
と
．

　
第
二
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脂
肪
を

減
ら
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
．

　
か
ら
だ
の
組
織
づ
く
り
の
役
目
を

は
た
す
タ
ン
パ
ク
質
や
ミ
ネ
ラ
ル
、

ビ
タ
ミ
ン
類
は
減
ら
さ
ず
、
む
し
ろ

多
め
に
し
ま
す
。

　
食
事
の
回
数
は
、
一
日
三
回
を
守

る
ほ
う
が
効
果
的
で
す
．
一
食
抜
い

た
と
い
う
安
心
感
か
ら
、
か
え
っ
て

食
べ
す
ぎ
る
傾
向
に
な
り
が
ち
な
た

め
で
す
。

　
ま
た
、
減
食
の
摩
落
と
し
穴
”
は

間
食
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
甘
味
飲

料
、
そ
し
て
酒
類
で
す
．
砂
糖
分
や

ア
ル
コ
ー
ル
は
量
の
割
り
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
高
く
、
と
り
す
ぎ
に
な
り
が

ち
で
す
。
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